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昭和22年に国民体育大会のンンボルとして制定 され、

第2回大会から使用されることになった。

30度右傾斜の赤色の火炎を直径の10分の1の幅の紺青

色の円帯で囲んである。

「アマチュア・
スポーツマンのあり方」

(「日本体育協会スポーツ憲章」抜枠)

「競技会場」

スポーツを愛し、楽 しむために、自発的に行う。

競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を尊守 し、フェアプレーに終始する。

常に相手を尊重 しつつ、自己の最善を尽くす。

スポーツを行うことによって、自らの物質的利益を求めない。

スポーツによって得た名声を、自ら利用 しない。

大東市立市民体育館

「国民体育大会マ…ク」

●
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一・I■■(愛称)

なみはや国体

「なみはや」の「なみ」は水の都大阪を、

「はや」はスポーツの躍動感をイメージ

しています。また「なみはや」は、日本

書紀に大阪湾の潮流を意味するものと

して記述 されており、大阪の歴史性も

含んでいる言葉です。

IE"」一ガゴ||

おおさか ふれ愛 夢づくり

国体を単に競い合いだけのものではな

く、スポーツを通 じた心のつながりに

よって、夢のある豊かな社会を願 うネ

ットワークづくりの場にしたいという

願いが込められています。

1盪‐ンポルマ辺 国体マークに「おおさか ふれ愛 夢

づくり」を合言葉とする府民運動のマ

ークを配置したことによって、府民が

国体を支えているイメージを表現して

います。

■磁ラ4コッ1獨■ 大阪の鳥「もず」をモチーフにデザイ

ンされた元気でのびのびとしたマスコ

ットです。名前の「モッピー」には、
「ハッピー」や「ピース」の意味も込め

られています。

モッピー

■)一マ刀ラ‐運■ 5色のグラデーションによるこの「夜明

けの色」は、真の国際化への幕開けを
迎える大阪の姿を表すとともに、「静」
から「動」に至るスポーツのダイナミ
ズムをも表現しています。

第52回国民体育大会

テーマ。ス回―ガン0シンポルマーク0マスコット0テーマカラー

バ トミント競技案内のホームページア ドレス  URL i http 1//www yo.rim orip/~fuliex/namihaya/
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国民体育大会マーク、アマチュア・ スポーツマンのあり方、競技場 (写真)
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財団法人 日本バ ドミントン協会

会長 桜内 義雄

「おおさか ふれ愛 夢づくり」のスローガンのもとに、生駒山麓で、四季折々

の風趣をかもしだすまち、大東市において、「なみはや国体」バ ドミントン競

技会を開催いたしますことは、誠に喜ばしいことであります。

全国各地から選ばれて参加する選手諸君には、日頃錬磨の成果を遺憾なく発

揮され、地元の名誉と栄光を賭けての戦いは、ご観戦の皆様に深い感銘を与え

るものと思います。

近年、我が国バ ドミントンの競技力は、オリンピックの正式種目として採用

されて以来、おおいに停滞ぎみであり、本会といたしましても、選手の育成・

強化に真剣に取り組んでおるところであります。

真に、国民体育大会の隆昌が競技力の向上と発展の礎にならんことを切に願

うものであります。

おわりに、本大会開催にあたり、ご尽力をいただきました地元実行委員会は

じめ関係各位に、こころからお礼申し上げ、ごあいさつといたします。
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歓迎のことば

第52回国民体育大会大阪府実行委員会会長

大阪府知事 山田 勇

全国各地から多数の選手・役員の皆様をお迎えし、第52回 国民体育大会

「なみはや国体」の秋季大会を開催できますことを、地元知事として大変うれ

しく思います。皆様の御来阪を

“

0万府民を代表して心から歓迎を申し上げます。

私たちは、ここ大阪で、約半世紀ぶりに開催される「なみはや国体」を、

「おおさか ふれ愛 夢づくり」のスローガンのもと、府民総参加で大阪らしい特

色のあるスポーツの祭典として成功させるとともに、この国体を契機に誰もが

いつでもどこでも気軽にスポーツに親しむことによって、健康でゆとりや潤い

を実感できる生涯スポーツ社会の実現を目指してまいりたいと考えております。

選手の皆様には、郷土の代表としての誇りを胸に、日頃鍛えられた力と技を

存分に発揮していただき、思い出深い大会となりますよう願っております。そ

して、この機会に温かい人情やおいしい食べ物に代表される大阪の良さを満喫

していただき、「大阪に来てよかったなあ、もう一度来たいなあ」と思ってい

ただければ幸いです。

終わりに、本大会の開催にあたり、関係の皆様から寄せられました多大の御

支援と御協力に深く感謝を申し上げまして、歓迎のことばといたします。
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歓迎のことば

第52回国民体育大会大東市実行委員会会長

大東市長 近藤 松次

「みどり・ふれあい・きらめき」のまちをめざす、ここ大東市に全国各地か

ら選ばれた多数の選手・監督並びに役員の皆様をお迎えして、第52回国民体育

大会バ ドミン トン競技会を盛大に開催できますことを13万市民 と共に喜び、

心から歓迎申し上げます。

改めて申すまでもなく、国体は、国民スポーツの祭典ではありますが、本市

においては、51年ぶりに巡ってきた国体をその開催目的の原点に沿い、 トータ

ルな市民生活の向上等をめざして「みんなが参加、みんなで支える国体」を合

い言葉に、これまで諸準備を進めてまいりました。

なみはや国体を成功 させることはもちろんのことではありますが、全市民の

参加による開催の準備を通じて、市民の創意と力を結集 し、この一体となった

エネルギーを今後のまちづくりに活かしてまいりたいと考えております。

このような設えの中で選手の皆様には、郷土の大 きな期待のもとに日頃の

厳 しい鍛錬の成果を遺憾なく発揮 されますことを祈念申し上げますとともに、

本市を訪ねられたこの機会に市民との “ふれ愛"を深めていただき、本市での

交流がいつまでも心に残る大会となることを心から願っております。

結びに、本大会の開催にあたり、多くのご支援ご協力をいただきました関係

の皆様方に深く敬意と感謝の意を表しまして、歓迎のことばといたします。
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歓迎のことば

大阪バドミントン協会

会長 三宅 祐:1

全国各地から地元の激戦を勝ち抜かれた選手・監督、役員の皆様をここ大東

市にお迎えし、第52回 国民体育大会バ ドミン トン競技会を開催できますことは

誠に喜ばしいことであり、心より歓迎申し上げます。

バ ドミントン競技は昭和25年の第5回国民体育大会より正式競技となって以来、

大阪開催は初めてであり、又、近畿地区で開催されるのも昭和63年の京都国体

以来、10年 目にあたります。

郷上の代表を担って出場 される全国の トッププレーヤーが競うこの大会を、

今年が大阪バ ドミントン協会創立50周年に当たるこの記念すべき年に開催でき

ることは、大変光栄に存 じます。

本大会開催にあたり、地元大東市をはじめ、バ ドミン トン協会関係者が総力

を挙げて、今日まで諸準備に邁進 してまいりました。

選手の皆様、なみはや国体「おおさか ふれ愛 夢づくり」のスローガンの

もと郷上の期待と栄光のため、日頃鍛錬された技と力を十二分に発揮され、

立派な成績を収められることをお祈り申し上げます。

終りに、本大会の開催にあたり、多大なるご支援ご協力を賜りました、財団

法人日本バ ドミントン協会をはじめ、地元大東市、並びに関係諸団体に対し、

哀心より感謝と御礼を申し上げ、歓迎のことばといたします。

-4-

~.・

覇"



天 皇 杯 皇 后 杯

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

第 1条 天皇杯は、男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第 1位の都道府県に授与

する。

2 第 1位が2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

第 2条 天皇杯及び皇后杯は、秋季大会閉会式に授与し、次回冬季大会最初の競技会開会式において返

還する。

第 3条 天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)信託会社又は確実な金庫に保管する。

(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。

(3)財団法人日本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必要によリー時返還を求め

た場合は、これに応じなければならない。

附則 本規定は昭和41年 4月 1日 制定

昭和45年 1月 22日 一部改訂

昭和48年 7月 10日 一部改訂

昭和54年 5月 9日 一部改訂
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第 1条

第 2条

第 3条

大会会長 トロフィー

国民体育大会会長 トロフィー授与規程

国民体育大会会長 トロフィー (以下「大会会長 トロフィー」という。)は、各正式競技男女総合

成績第 1位の都道府県に授与する。

2 第 1位が2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

大会会長 トロフイーは、競技会表彰式に授与し、次回大会開始式において返還する。

大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)責任をもって保管する。

(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。

(3)優勝の刻印を次回大会までに行うものとする。ただし、第 1条第 2項の場合は、当該都道府

県で協議して決めるものとする。

(4)財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合は、これに応じなければならな

tヽ 。

本規定は昭和41年 4月 1日 制定

昭和45年 1月 22日 一部改訂

昭和4年 7月 10日 一部改訂

昭和54年 5月 9日 一部改訂

附則

:

-6-



次

　

雄

松

　

義

藤

　

内

近

　

桜

口貝
ル
又

′
″
Ｌ〈

ム
一
文

＋
■量既

長

長

長

〈
バ
△
〓
△
〓

副

副

副

△
ム
△
バ
△
一

協

協

協

ンヽ
　
ノヽ′　
ンヽ

ヽ
卜

ヽ
―

ヽ
ト

長

長

【名誉会長】 大  阪  府  大  東  市  長

【会  長】 (財)日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長

【副 会 長】 生

一
輪

司

信

夫

開

清

民

祐

忠

和

国

田

貫

宅

山

田

山

戸

綿

三

横

隅

〈財)日 本

〈財)日 本

(財)日 本

大 阪 バ

大  東 勒  △  △
口 , 本  ‐

【
オ「

ン

ン

ン

ン

７

ミ

ミ

ミ

ミ

体

ド

ド

ド

Ｒ

‐

，
′

　

′

′
　

，
ノ

△
一

本
一

協ンヽ
‐

市

第52回国民体育大会大東市実行委員会事務局長

男

郎

一
郎

治

治

甫

美

郎

志

生

男

務

壮

司

右

史

功

文

忠

三
　
　
　
　
　
志

芳

義

俊

智

敬

忠

　

淳

登

清

隆

稔

　

尚

健

庸

祥

　

嘉

川

　

渡

嶋

田

上

川

倍

田

利

藤

井

水

田
竹

田

田

谷

原

本

吉

林

石

市

上

村

塩

安

平

毛

斎

遠

清

岡

大

藤

石

西

小

松

三

朗

生

庸

寿

之

保

久

一
道

一
彦

夫

雄

彦

雄

信

任

司

晴

次

矩

純

喜

章

　

　

宏

　

嘉

信

昌

周

克

重

規

昭

鎮

安

　

　

敏

健

崎

　

間

手

田

澤

藤

山

元

田

原

塚

橋

水

呂

井

相

上

島

城

岩

森

久

玉

和

宮

佐

丸

秋

池

菅

手

高

清

野

今

成

池

四

新

堤

男

男

一
三

夫

吉

臣

一
治

二
郎

彦

秋

雄

淳

子

怜

正

輔

稔

夫

三

　

鶴

和

哲

　

健

三

音

仁

清

正

昭

六

雄

光

一
一
　

田

　

芳

健

　

久

知

掛

田

岡

藤

浦

本

場

倉

木

藤

　

里

　

藤

中

根

　

城

藤

尾

良

　

　

　

　

　

　

　

　

十

愛

沓

森

奈

加

長

柿

相

高

青

清

星

五

原

後

田

山

林

結

近

中

僣

郎

一
夫

雄

朗

男

文

一
弘

郎

次

次

　

　

　

　

　

　

　

　

一二

寿

萬

幸

基

成

芳

英

和

正

　

英

健

島

木

岡

北

辺

藤

村

原

田

崎

　

口

中

並

福

今

渡

佐

岡

藤

権

尾

乾

出

平

和

嗣

恒

記

雄

夫

市

宣

治

宇

房

夫

茂

二

郎

敏

夫

薫

一
弘

四

洋

敬

勝

　

基

安

伸

角

博

覚

昭

隆

貞

　

武

藤

真

正

　

孝

木

田

谷

藤

藤

田

橋

本

田

川

崎

垣

野

山

永

本

田

　

成

本

名

々
　

　

　

　

　

木

佐

奥

関

真

伊

杉

八

橋

植

柳

地

板

日

大

大

栗

石

林

俊

松

田

市

一
誠

生

壮

夫

徳

滋

夫

雄

雄

夫

昇

修

　

節

　

保

三

　

健

明

久

英

端

田

中

郷

高

田

　

本

葉

村

　

田

川

吹

浜

本

日

増

堺

藤

千

野

嶋

寺

【顧  問】

【参  与】

-7-

宏

雄

利

明

徳

一
明

征

寛

雄

郎

夫

淳

幸

武

嘉

光

義

善

紀

　

久

一
秀

宮

山

本

村

見

田

村

谷

内河

小

村

岡

野

里

北

富

原

木

岸

西

大

郎

武

晃

明

一
武

郎

治

悟

夫

彦

雄

五小

　

　

利

鉱

　

一
寛

　

敏

照

住

多

野

豆

地

藤

岡

島

藤

沢

来

水

原

出

内

牧

伊

菊

伊

浅

川

加

小

宝

清

中



郎

三

文

進

勉

乙

行

弘

男

治

之

進

積

到

平

尚

八

健

芳

　

　

賢

一
　

王

政

豊

晴

　

一
創

嘉

津

丼

口

原

崎

下

田

淵

村

木

藤

本

　

松

　

田

島

中

谷

松

古

森

塩

岩

植

高

立

木

東

赤

森

和

志

晴

夫

学

篤

一
孝

郎

三

子

二

次

司

一

一
樹

馨

清

正

英

　

晃

修

　

得

慶

敏

益

健

隆

昌

昇

英

王

脇

田

元

鍋

坂

下

江

本

見

古

田

村

上

　

原

日

松

宮

上

山

員

寺

松

漕

北

吉

飯

友

吉

村

乾

萩

中

明

彦

信

雄

郎

三

三

実

則

高

忠

道

敦

吉

等

義

雄

芳

三

清

俊

志

祐

憲

　

康

　

　

正

文

新

　

正
幹

谷

橋

江

藤

口

木

村

田
東

本

原

岡

鳴

田

住

林

口

高

石

入

加

川

大

松

植

伊

松

栗

寺

中

豊

北

西

田

男

司

仁

庸

美

聡

太

寛

毅

江

代

男

一
枝

登

雄

男

志

明

郎

夫

悟

巳

秀

博

充

隆

広

　

一
泰

　

晏

光

公

正

松

　

虎

茂

元

良

司

靖

　

弘

井

藤

上

上

井

中

父

田

居

村

田

野

上

川

渡

本

原

廣

菅

日

井

中

島

油

加

岡

川

村

田

養

和

上

山

上

北

西

中

佐

辻

漆

経

小

山

岩

木

小

彦

彦

夫

明

治

栄

収

子

子

博

一
美

生

収

一
三

坦

明

弘

義

治

進

男

克

信

英

輝

勝

良

　

和

敬

清

信

尚

峰

　

清

省

宙

芳

俊

光

征

　

秀

林

原

橋

岡

森

橋

治

原

上

川

尾

田

井

裏

浜

東

本

戸

崎

田

野

田

川

矢

竹

上

高

片

福

矢

宇

水

田

古

仲

高

松

官

大

大

牧

瀬

谷

小

南

前

石

雄

夫

夫

和

雄

聡

彦

彰

幸

祐

嗣

史

子

至

子

子

雄

郎

夫

次

彦

之

子

典

ι

Ｋ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノヽ

義

晴

牧

義

義

　

安

修

信

　

尚

拓

淳

毅

美

孝

幸

三

倫

正

信

宏

せ

成

根

田

岡

　

水

田
條

　

井

森

田

本

村

岡

藤

邑

井

村

志

　

松

西

倉

原

原

関

河

花

森

清

増

東

乾

森

岡

谷

西

田

藤

伊

法

松

上

牧

蔀

平

池

矢

藤

暁

勉

参

朗

茂

之

雄

生

雄

代

幸

文

勝

太

志

雄

敏

宜

時

弘

夫

雄

雄

景

勇

　

　

信

洋

次

勇

昌

恭

浩

政

富

里

史

正

久

美

義

時

芳

英

佳

沢

中

藤

原

合

本

内

本

回

肥

本

辺

葉

瀬

階

藤

宮

川

田

田

村

井

野

野

比

神

浜

工

月

河

藤

竹

山

蔵

土

松

渡

千

廣

宮

加

別

市

永

織

木

桜

日

奥

武

弘

人

巖

子志

昌

昭

　

登

川

秋

本

本

田

ツ三

千

船

榎

村

允

三

止

美

禎

光

一
博

田

野

濱

川

安

天

大

安

一
　

市

明

浩

昇

栄

　

光

正

飼

　

方

野

村

川

小

　

四

中

河

西

長

長

青テ
△
〓

理

盟

△
バ
】理

睦
四　
ンヽ

バ

市

阪

東

大

大

男

子

司

岩

澄

昌

村

岡

田

藤

秋

前

吾

昭

子

省

　

勝

保

河

芦

久

中

豊

彦

人

代喜

正

川

藤

嶋

斉

【委 員 長】 (財 )日 本 バ ドミ ン トン協 会 専 務 理 事

【副委員長】 ド ミ ン ト ン

バ ド ミ ン ト

第52回国民体育大会大東市実行委員会事務局次長
第52回国民体育大会大東市実行委員会事務局次長

-8-

【委  員】



競 技 役 員

月 原   朗   森   義 和   清 水 義 雄

【総務委員長】

【総務副委員長】

【総 務 委 員】

【競技委員長】

【競技副委員長】

【競 技 委 員】

【3合 成績計算委員長】

【お合庄麟計算委員】

【進 行 主 任】

【進 行 委 員】

【記 録 主 任】

【記 録 委 員】

【シャトル主任】

【シャトル委員】

【掲 示 主 任】

【掲 示 委 員】

【点 示 主 任】

【点 示 委 員】

【報 道 主 任】

【報 道 委 員】

【放 送 主 任】

【放 送 委 員】

【召 集 主 任】

【召 集 委 員】

浅 岡   1武

矢 橋 良 栄

田 中   l聡

松 本 恭 幸

生 田 健 一

増 田   聡

土 居  毅

乾
′Jヽ

渡 辺 浩 文

官 夕II 昌 樹

村 瀬 哲 史

市

　

仁

明

光

　

充

輝

方

　

上

岡

四

　

岡

片

之

一

信

信

本

尾

藤

仲

太

行

一
　

′
Ａ

一　
コｕ

父
木

養

青

美

代

広

光

井

田

村

上

治

二
嗣

勝

勇

尚

森

井

田

福

白

谷

彰

庸

修

忠田

茂

幸

　

仁

信

　

充

合

井

　

上

河
森

　

岡

祐

子

　

明

康

　

文

森

原

　

口

之
岡
鉾

　

江

大 田 正 義

鉾之原 康 洋   御 前 和 也

河 原  宏  戎 谷 光 生  岸 本 由 紀

徳 山 園 美

高 lll 尚 美

西 本 拓 史  土 肥 昌 代

山 本 次 生

西 野 幸 子  吉 国 潤 子

中 り|1 初 美   天 丼 実千代   田 中

佐 藤

柏 木

長谷川

西 島

江 木

片 岡

宇 治

田 上

水 原

武 田

加 藤

博

雅 雄

彰 司

功

浩

輝 明

収

敬 子

和 子

文 則

三 郎
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紀



治

男

幸

男

二
明

彦

治

三

子

彦

幸

興

幸

博

久

恵

　

安

芳

　

恵

和

田

藤

出

島

林

道

口
條

田

世

元

定

加

　

ノ

近

今

小

小

切

江

東

藤

上

森

紀

治

一
教

博

巳
人
江
久

栄

子

一

知

識
義

　
克
真

晏
公

　
淑

陽

王
木

山

辺
山
木

村

川

川
下
住

三
高

片

渡
藤
高

山
糸

吉

山
大

雅

　

男

年

郎

守

行

次

男

剛

三

子

子巳

洋

　

正

和

四
　

壮
完

公

　

光

豊

記

内

　

井

上

嶋

　

西
藤

野

本

辺

田

屋

竹

　

今

谷

河

粟

岩

佐

北

山

磯

花

土

庸

　

郎

男

司

司

訓

彦

雄

久

夫

一
代

一

隆

　

順

文

洋

篤

禎

英

茂

睦

節

憲

数

上

　

田
木

　
藤

村
井

日

田
村

野

辺

川

　

山

鈴

岸

齊

吉

室

春

上

中

小

山

　

田

一
幸

文

蔵

子
子
枝
美

子

子

美

子
幸

彦
志

保

司
生

智

憲

広

博

一
徳
怜

和
清

陽
美

晴

智

公

和
悟

幸

哲

典

口
多

日
岡

岡

野
原
藤

古

田

田
下
海

崎

田
野
山

上

瀬

井

喜

山

長

松
歌

出
角

中
木

有

竹
新

岩

津

星

当

田

生

薫

臣

之

文

子
江
子

り
子

子

司

子
雄
守

子
充

亮

ど

一
　

征

忠

利

朋
文
恵

み
栄

幸

一
陽
雅

　
典

浩

雅

瀬

貫

野
本

保

田

田
木

上
　

本

井

西
井

田

田
本

本

佐

　

　

　

　

　

々

弘

木

吉

宮

久

竹

山
佐

井

林

山

笠

小
今

中

藤
着

楠

一
勇

治

勝

子

子

江

子

子

子

子

也

郎

治

治

和

雄

代

智

　

恵

泰

在

栄

政

和

美

春

美

澄

和

敏

卓

哲

裕

光

典

久

尚

部

山

川

葉

野

水

下

原

　

山

浦

本

村

樹

岡

加

中

田

曽赤

金

松

千

小

清

木

北

原

青

樋

山

西

桂

村

朝

田

光

【線 審 主 任】

【線  審  員】

油 井 秀 男

村 淳 子

也

之

計

子
洋

隆

子

子

子

子

が

也

三
之

司
彰
幸

廣

保

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

則
良

　

志

嘉

幸
博
久

邦
晴

す

克

幸

由

比
　

吉

宣

日

田
村

井

川

口
川

田
沢

　

原

永

林

　

尾

口
坪

場

官

山

山
藤

北
山

中
本

相

牧

西
徳

宮

森

三
溝

三
射
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【審 判 長】

【副 審 判 長】

【審 判 員】



競 技 会 係 員

矢 倉 せ

石 り|1 秀

日比野 英

○ :班 長  △ :副班長

宮 井 芳 子

大東市実行委員会実施本部

【本  部  長】 船 本 昭 人

【副 本 部 長】 伊 東 康 則  北 本 慶 三  植 村 王 男

【本 部 付】 森 創 平 大 濱 ― 止

巳

典

景

弘

成

佳

島

原

野

小

藤

奥

子

男

雄

つ

子

博

直村

木

木

古

明

早

吾

良

千

正

菅

床

村

小

上

中

夫

昇

和田

川

隅

西○

悟

浩

中

村

木

河

○

○

樹

弘

英

俊

原

崎

萩

谷

雄

子

龍

照

井

島

宮

三

〇

子

男

明

和

角

田

大

山

義

彦

治

正

靖

泰

林

谷

村

西

種

吉

○

○

谷中△

雄

馨

夫智

幹

　

一二

日

口

口

下

下

山

木

勇

樹久

田

田

○萩 谷 興 治

長

長

班

班

部

部

員

務

務

副

職

総

【国 体 総 括 部 長】

総務広報班

競技式典班

施設宿泊班

【総

【観 光 接 伴 部 長】

副 部 長

特別接伴班

案内受付班

接 伴 班

歓迎装飾班

【広報市民運動部長】

広 報 班

市民運動班

【競技 式典 部 長】

子

弘

江

　

吾

美由

克

好

　

省

本
　
　
田

橘

東

榎

　

吉

久

之

子

也

子

信

一
博

治

恵

崎

田

井

地

刈

岡

野

向

上

穂

実

史

普

明

仁

愛

孝

　

廣

克

川

村

田

下

口

田

北

澤

山

川

之

章

雄

斉

則

弘

汎

　

忠

　

嘉

松

上

田

岡

林

本

平

井

太

西

梅

福

博

清

夫

勉

義

康

哲

　

隆

義

男

治

哲

三

暉

子

一
次

光

節

明

　

良

久

妙

良

謙

田

　

日

本

松

泉

井

本

澤

矢小

郡

東

松

末

古

中

乗

前

△

　

△

弘

次

紘

典

二

重

彦

人

介

雄

義

正

　

啓

信

忠

一
正

敬

藤

田

　

宮

村

田

川

本

平

川

田

織

蔀

高

東

黒

中

岸

竹

津

東

○

　

○

　

○

　

○ 郎

勲
一垣

田

森

北

豊

昭一

上

田

井

森

杉 江 京 子

瀬 吉 男  樋 口

村 義 昭 △伊 藤

村 和 博  重 岡

田

中

南

一
山

中

谷

○

　

○

長

班
　
　
班

部

技

　

典

副

競

　

式
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記 録 班  ○和



本 佳 英  中 村 知 則

茂

進

二

尋

　

浩

宮

　

水

池

原

明

樹

男

茂

好

田
　
　
田

郎

夫

彦

二

治

稔

一

司

時

嘉

圭

栄

　

伸

田

村

山

田

田

崎

師

山

木

村

長

植

岡

寺

○

　

○

○

班

班飾

信

装場

薇
旭
〈
バ

△木 本 康

△太

△乾

平

△増

田

」ヒ

乾

△前

【施 設 通 信 部 長】

副 部 長

会場施設班

【輸 送 交 通 部 長】

副 部 長

輸 送 班

交通対策班

駐 車 場 班

【消 防 警備 部 長】

現地消防班

現地救急班

弁当調達班

【保 健 衛 生 部 長】

副 部 長

クリーン班

衛 生 班

医療救護班

園 田 晃 彦

狭 山  敬  塚 田 安 幸

川

川

田

廣

男

美

　

明

義

彰

一　
　
邦

田

本

坂

　

本

澤

岩

佐

　

橋

孝

三

秀

人

夫

功

善

秀

君

川

木

川

倉

島

辻

茨

細

矢

三

夫

誠

洋

幸

昭

靖
　
　
　
弘

嘉

田

口

条

　

原

夫

志

保

武

部

辺

南

渡

治

一
行

義

健

孝

嶋

木

湊

大

道

郎

徹

二

勲

　

詠

野

田

南

南

吉

△

尚

彦

昭

均

仁

次

信

康

進

之

郎太

嘉

信

惟

　

秀

豊

嘉

正

　

裕

慎

田

松

永

西

中

口

川

　

内

川

中

ツ

和

平

光

中

田

西

三

谷

坂

石

竹

○

　

　

　

○

　

○

長

班

班

班

部

防

急

信

副

消

救

通

宏

和

了

道

西

子

本

沢

本

帽

池

綿

山

国

山

△
　
　
　
　
△

夫

雄

文

治

一

臣

長

長

班

部

部

泊

ヨ

副

宿

】泄宿

西大△

美

治

司

博

征

武

川

野

石

安

南

○白

○南

○南

○西

○岩

岩

桜

○田

橋

家

○足

建八郎

清

哲治郎

正 幸

川

村

中

東

充

志

夫

薫

雅

英

野

野

生

光

勝

栗

橋治

治

男

彬

征

征

速

野

野

川

田

之

男

一
夫

明

弘

治三郎

平

進

彦

和

哲

郎

創

　

敦

寛

由

三

田

田

田

日

本

森

前

池

阪

江

宮

○

　

○

○

一
淳

義

行

喜

　

政

克

田

元

本

本

葉

山

北

藤

寿

也

一
博

哲

啓

本

田

口

田

岡

北

東

上

井 靖

井 芳

中 明

本 賢

村 幸

立 忠

△木 本 正 義  乾 口 附 夫  竹 中 誠 司

斎 藤

△樋 本 細 川 律 子  村 上 章 代
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【会  長】 近 藤 松 次

【副 会 長】 中 尾 久 夫

村 田 登志子

【顧  問】

【監  事】 沢 辺 宗 一  伊 東 康 則

【常 任 委 員】

【委   員】

大 東 市 実 行 委 員 会

高 木 政 治  横 山 忠 信

大 東 吾 一  池 田 作 郎  西 島 文 年

次

人

健

昭本

堤

船

二

司

伸

祐

床

宅

樽

三

一　
武

三

修
　
　
益

坂

川

古

ツ

実

忠

之

次

司

一

一

止

美

豊

健

隆

昌

昇

一

博

田

原

藤

田

村

上

　

濱

川

植

栗

立

友

古

村

乾

大

安

学

市

雄

道

数

吉

等

平

尚

光

俊

正

文

新

　

創

嘉

元

方

藤

岡

嶋

田

住

　

田

山

四

加

寺

中

豊

北

森

和

昭

司

吾

明

人

充

三

男

樹

馨

仁

省

正

正

禎

光

王

英

河

部

保

野

藤

田

野

村

原

口

中

岡

久

中

斉

安

天

植

萩

中

勉

二

郎

枝

毅

男

夫

夫

一

夫

忠

造

亨

司

男

憲

得

松

　

茂

逸

利

信

盛

　

陽

　

清

正

崎

村

江

川

居

原

屋

崎

山

家

本

田

角

田

西

古

松

漕

中

土

漆

板

河

森

堀

山

上

加

濱

小

篤

乙

弘

収

収

三

博

一

子

治

伸

ヱ

之

吾

渉

ツ

晃

賢

昌

　

　

省

　

健

昭

　

和

ミ

隆

三

鍋

下

秋

裏

治

東

野

簗

田

口

　

口

　

沢

阪

員

森

千

宮

宇

大

光

下

益

阪

濱

東

乾

米

小

寺

三

飯

嶋

木

東

赤

北

西

田

口

木

田

田

志

見

井

□

嶋

田

井

崎

野

戸

上

川

大

塩

松

牧

吉

松

谷

森

岩

北

山

小

木

井

進

子

孝

弘

志

志

清

修

昭

典

夫

男

信

男

賞

勝

　

　

里

元

　

　

正

喜

英

繁

忠

幸

勝

原

芦

下

淵

階

廣

田

水

日

立

田

井

上

本

林

松

豊

松

岩

宮

経

奥

清

崎

足

上

酒

井

岡

小

喜代彦

進

積

到

三

義

雄

晴

　

一

慶

正

幹

本

　

松

本

林

口

郎

三

行

和

夫

正

雄

文

文

夫

文

隆

也

志

祐

一

時

倫

　

幸

芳

徳

憲

清

　

和

雅之助

文 昭
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夫

　

昇

雄

一

一

重

一

吾

敏

輝

光

正

　

敏

利

利

正

義

新

弘

正

浪

元

口

田

中

上

渕

松

中

村

本

原

田

智

岡

田

本

　

田

口

見

山

野

北

田

阪

田

若

田

川

山

萩

北

志

永

柴

松

蔀

織

江

昇

弘

司

市

雄

夫

美

一

二

造

人

治

晃

孝

雄

文

男

子

郎

義

昭

泰

章

保

秀

徳

清

昭

庄

企

　

忠

善

忠

一

繁

敏

司

光

惟

郎

司

彦

郎

次

高

次

弘

哲

太

　

　

一

代

清

洋

睦

忠

喜

　

正

義

由

子

美

一

貢

治

清

彦

助

三

三

雄

孝

司

久

秋

子

巖

夫

彦

二

樹

之

　

　

　

　

　

喜

幸

清

吾

　

英

　

伸

孝

敬

春

良

　

清

美

義

孝

　

靖

信

信

久

村

山

口

川

辺

村

柳

崎

井

井

中

田

木

中

田

岡

本

井

松

田

田

中

西

樋

福

澤

北

青

岩

西

長

田

石

柿

田

寺

浅

榎

岩

平

黒

和

郎

雄

彦

平

子

次

治

夫

郎

明

司

三

見

夫

一

保

美

弘

夫

典

郎

史

文

為

恭

秀

嘉

英

利

藤

義

俊

勇

高

良

豊

　

勝

俊

時

啓

建

本

本

田

　

田

田

村

田

村

川

池

口

藤

川

川

本

水

崎

村

村

西

橋

岡

野

艮

櫛

永

中

櫛

西

北

小

田

佐

安

福

杉

清

谷

木

東

大

本

池

生

西

本

田

本

本

飯

村

川

辻

尾

田

屋

渡

下

見

田

田

永

，ハ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ヽ

橋

小

菅

川

藤

西

岡

辻

河

大

十

西

西

植

加

樋

森

吉

山

小

光
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み

紀

恵

梨

耶

里

ず

有

　

　

　

小

い

三

貴

由

摩

佳

馬

口
村

家

田

村

有

野

大

君

有

井

子

美

代

穂

ね

梨

沙

か

裕

恵

光

志

あ

里

弥

野

山

畑

野

藤

波

本

松

高

川

北

後

瀬

藤

子

香

美

子

子

恵

月

■
ド

ロ

■

竹

紗

絵

園

輝

幸

葉

美

井

辺

笠

杉

喜

田

江

宏

細

山

小

大

斎

薦

北

藤

者

　

後

陽

子

美

恵

美

揮
　
　
　
　
　
　
　
友

指

　

　

朝

裕

愛

千

麻

校

山

中

山

井

田
崎

田

開

　

学

磯

前

光

向

浅

岡

北

【吹 奏 楽

[住 道 中

[四條畷学園中学校 ]

【合  唱  隊】

[コ ール・ シャンテ ]

石 井

有 働

橋 川

まゆみ

千 子

] 山 野

いづみ

真亜路

仁 美

真 紀

パウラ

]  山 田

彩

真由子

ス “レスポア'']

ゆり子   麻 生

誠 子   高 野

文 子   辻 村

よしえ   三 嶋

寿恵子   橋 本

式 典 協 力 員

住道中学校 白 根   勉

尾

亜 由美

真 秀

加

季

樹

優

礼

愛

亜

尾

本

石

野士
心

寺

森

内

古

代

予

美

子

誉

希

昌

伊

麻

由

真

子

子

田

藤

合

木

園

金

竹

須

河

鈴

校

畑

　

本

村

ロ

学

高

林

森

奥

北

中東大

子

穂

子

香

美

祥

真

陽

彩

久

崎

口
原

上

田

神

川

平

井

飯

子

耶

紀

那

子

保菜

磨

真

奈

愛

下

林

木

中

乾

西

木

関 本 亜佑子

みつゑ

千恵子

白 坂   進

崎 多 恵

三 浦 彩 乃

子

尾

田

美由

赤

津

校

橋

野

学

高

中

中条四

子

愛

歩

々

子

容

　

　

菜

育

田

牧

木

脇

上

保

上

延

円

八

登起 子

絵―、
″

，
Ｌ南・１●

渋 谷 秀 策

栄  伊 藤 亜 衣光子
―

里

´

子

理

佳

裕

愛

由

キロ̈
　
　
　
Ｌ”“

Ｌ一”
　
　
　
Ｌ■

大

富

前

吉

村

有

中

子

代

展

充

中

松

田

高

子

雪

子

泰

美

和

山

崎

本

小

岡

松

代

子

子代

辰

鏡

加

ツ

代

夕

幸

部

林

阿

松
一
弘

晋

融

口

村

谷

田

子

子

治

陽

ｌ

田

内

レヽ一
山

城

コンヽ一アンリ

川

村

世

理

子

エサ

久

真

郁

マ

本

田

谷

本

坂

藤

神

山

子

子

江

世

啓

静

久

和

木

村

野

田

々佐

名

荻

森

み

子

子

子

美

ろ

　

美

ひ

佳

久

克

秀

ラ

見

井

本

田

村

一コ
岩

櫻

山

富

木

ヤ一ン一
・―
リフ
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望

代

介

乃

希

花

大

綾

本

武

田

藤

山

宮

前

工



子

子

子

子

月

雅

孝

洋

飼

辺

原

犬

沢

前

森

子

子

子

子

子

敏

艶

和

栄

迪

衣

み

子

子

子

由

き

玲

則

良

野

村

田
本

保

平

大

飛

森

久

ス

田

石

近

官

竹

ラ一コ性女

九

川

“″■

1し

福
」ビ

澤

俵

沢

村

[女性合唱

【プラカード保持者】

[谷 川

エコー夢夢 ]

中 和 美

地 小夜子

松 寛 子

本 美代子

谷 信 子

梓

上垣内 真 弓

望

はるか

享 子

友 紀

紀美子

ひ とみ

谷 厚 子  宮 永 成 子里

子

万

悦

ヨ

山

原

紅深

塚

吉

元

田

坂

原

迫

山

田

中

小

原

田

村

野

津

中

中

島

香

円

子

綾

　

聡

校

伯

形

井

学

佐

山

浅

中道住

美

美

美

恵

睦

淑

藤

井

島

加

伊

矢

島

岡

浦

川

森

松

絋

幸

子

美

千

美

礼

里

井

崎

森

土

藤

林

薫

佳代子

亜由美

明 美

麻美子

多希子

朝 子

まゆみ

智 江

祐貴子

真知子

奈緒美

多 恵

[深 野 中 学 校 ]

田 伐 洵 子

子

美

寛

麻

田

中

原

田

石 田 郁 美

子

子

子

咲

恵

子

美
　
　
　
　
奈

桃

由

友

千

理

佳

村

賀

戸

松

鳴

田

北

伊

木

石

竹

奥

彩

奈

子

愛

子

春

春

咲

　

智

千

村

井

川

渡

西

林

北

石

山

佐

本

耶

子

美

恵

子

穂

衣

沙

陽

恵

理

麻

美

田

田

藤

田

田

田

米

新

近

高

奥

松

香

由

美

琴

秋

子

か

矢沙

麻

真

美

千

陽

ゆ

校

辺

山

村

川

西

田

村

学

渡

岡

畑

品

本

廣

田

中条四

中 学 校 ]

太 地 麻 衣

[諸 福 中 学 校 ]

中 山

田

山

沼

東

山

池

東

谷

藤

永

間

佐

富

角

[四條畷学園中学校 ]

北 り:1 明日香

【行 進 誘 導 員】

[大東市スカウ ト協議会 ]

武 田 法 子

吉 野 千 里

小 南   望
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【式典コンパニオン】

[三洋電機株式会社 ]

秋 丸 和 恵   千 葉 由希子   津 國 真由美   北 村 千桃生

【式典アナウンサー】

柿 平 千 鶴   前 田 智代美

【賞 状 筆 耕 者】

山 下 実  毛 利 ミサヲ  長 尾 慶 男

藤 井   治   岩 り:: 英 子   山 崎 裕 子
【手 話 通 訳 者】

守 屋 美智子

【公 開 演 技 者】

[住 道 北 小 学 校 ]

之

大

裕

り

巳

香

衣

真

介

高

佐

実

美

耶

紀

一
也

恵

苗

花

佳

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

津

季

悠

広

さ

亜

静

佐

一
京

尚

有

幸

奈

沙

尚

憲

真

　

香

彩

美

橋

尾

部

川

川

本

井

田

田

崎

村

藤

本

本

田

坂

本

本

本

元

元

高

中

渡

小

中

樋

安

金

原

山

木

佐

福

山

澤

東

山

坂

橋

藤

山

樹

信

祐

奈

子里

祐

真

圭

加

絵

出

岡

澤

倉

屋

霜

富

湯

大

上

乃

貴

菜

理裕

夕

利

下

井

田

才

中

増

樹

郎太

優

耕

美

美

子

一

一
昭

澄

子

奈

穂

明

祐

結

雄

健

雅

真

幸

真

美

代

川

中

岡

井

淵

村

島

内

中

井

盛

ケ

原

木

本

中

田
東

田
井

田

河

　

　

　

八

市

田
森

大

田

中

槙

大

田

福

大

小

千

正

榎

田

村

大

武

菱

森

之

純

人

伴

菜

美

子

奈

喜

紀

揮

恵

織

織

美

之

志

紀

奈

美

尋

和

　

　

　

　

　

　

　

緒

　

　

　

　

沙

智

正

勇

明

美

絵

美

加

一
和

正

理

香

香

那

和

武

由

利

阿

千

木

達

江

田

田

島

瀬

本

嶋

本

田

阪

橋

谷

井

村

本

藤

井

村

野

保

青

伊

堀

久

下

中

廣

山

川

樋

西

小
高

平

湯

鈴

水

伊

白

東

元

希

希

一
哉

嵩

梨

早

美

健

直

英

沙

津

丼

木

　

谷

川

野

森

勝

辻

三

小

樹

次

基

沙

美

加

菜

祐

聖

雄

梨

暁

窓

果

地

島

　

畑

村

木

崎

菊

中

森

川

中

平

山
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美 穂

晶 ―r
真梨子

由香里

翼

瞬

祐 樹

ちあき
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■
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＋
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■

１

´

土
口ん

立
ロ
ル

弘

恵

三健

原

田

口

葦

松

野

士

造

久

悦

耕

博

■コ
　
■コ
　
”ｍ
．

＋
↑

　

〓
ｉ

　

ｎ
Ｐ

＝

―
　

曜

´
　

Ｈ
「

弘

子

男

品
　
一

西

谷

上

小

米

井

[大東市こども会育成連絡協議会 ]

1: 田 英 夫

梅 本 正 直

尾 崎 明 幸

[大 東 市 茶 幸 道 連 盟 」

[大 東市青少年指導員

酒 井

安 藤

樋 口

盟 ]

由美子

一 美

[大 東 市 P′「 A協 議 会 ]
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楽

東
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嶋

川

辺
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恵
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慎
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義

山
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浪
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田

次

昭
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″
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一
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百
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秀

雅

博

雄

春

和

幹

民

側
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村

渕

木

中

男

起

敏

会

繁

誠

正

子
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玲

由

田
　
口
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江

野

村

三

西
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本

上

Ｋ
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田
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清 利

保
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明
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之

男

康
　
　
益

勝

川

岡

谷
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三

樹

文

正

司

也

浩

満

瀬

門

芋

空

[人 東 市婦 人防火 ク ラブ ]

高 木 蘭 子

[だ い と う 写 遊 会 ]

豊 田  賞

[〈 社 )大 東 青 年 会 議 所 ]

斉 藤 正 人

西 村 勝 男

[ボ ランティア エンゼルQ]

益 田 由美子

益 田 恵 子

山 口 定

山 田 和 子
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協 力 団 体・機 関

△
一
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力
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体

市

市

東

京

大

大

所

会

会

会
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議

合

師

師

会

連

ロ啜

年

業

‐條

青

商

四

東

市

・

大

東

京

ｅ

大

大

大

大

大 東 市 体 育 指 導 委 員 会

大 東 市 ス ポ ー ツ 少 年 団

学 校 法 人 大 阪 産 業 大 学

学 校 法 人 四 條 畷 学 園

大 阪 府 立 野 崎 高 等 学 校

四 条 畷 警 察 署

府 立 大 東 保 健 所

大 東 市 ふ れ 愛 ス テ イ 連 絡 会

大 東 市 消 防 団

大東市幼稚園教育振興連絡協議会

大 東 市 青 少 年 指 導 員 会

大東市社会 教育団体 連絡 協議会

大 東 市 文 化 協 会

大 東 市 P TA協 議 会

大 東 市 こども会 育成連絡協議会

ス カ ウ ト 協

市 連 合 婦

婦 人 防 火 ク

市 青 少 年

大 東 市 公 民 館 登 録 団 体 連 絡 会

大 東 市 商 工

大 阪 東 部 農 業 協 同

大 東 市 建 設 業 協 同

大 東 市 造 園 園 芸 緑 化

大 東 市 ふ れ あ い 花 壇 協

四 條 畷 ラ イ オ ン ズ ク

大 東 ラ イ オ ン ズ ク

大 東 中 央 ラ イ オ ン ズ ク

四 條 畷 中 央 ライ オ ンズ ク

大 東 ロ ー タ ス ラ オ ンズ ク

大 東 ロ ー タ リ ー ク

大 東 中 央 ロ ー タ リ ー ク

東 歯 科 医

阪 府 薬 剤 師 会 北 河 内 支

大 東 保 健 所 管 内 食 品 衛 生 協会

大 東 市 料 飲 宿 組 合

大 東 エ イ フ ボ ラ ン タ リ ー

大 東 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会

大 東 市 消 費 者 問 題 研 究 会

大   東  郵  便  局

大 東 市 内 特 定 郵 便 局
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成
東

平
大

時

所
日
場

開 始 式 次 第

9年 10月 26日 〈日)午 前 8時 00分
市立市民体育館

表 彰 式 次 第

平成 9年 10月 29日 (水 )午後 2時 00分 (予 定 )

大東市立市民体育館

時

所
日
場

順 序 次 第 時  刻 :ui
工て 領 備

●イ,

選手団集合開始
役員・ 選 手団整列
役員・ 選 手団整列完 了
開式予告

開式通告
選手日入場
競技会開始宣言
国旗儀礼
大会旗・ 協会旗等儀礼
大会会長 トロフィー返還

競技会会長あいさつ

歓迎 の ことば

表 彰

開式 通 告

選 手 団退 場

公開演技開始

公開演技終 了

7:30
7:50
7:55
7:55

長

長

員

会

委

△
〓
△
バ

技

技

競

競

競技会会長
競技会会長
大東市実行委員会会長
大阪バドミントン協会会長
大東市議会議長
(財 )日 本バトミントンt修

`ミ `ヽ

長

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

０
０

０
０

０
０

ｎ
υ

ｒ
Ｏ

Ａ
Ｕ

？
０

，
０

，
０

8:50
9:10

フ ァンフ ァー

行進山演奏・
フ ァンフ ァー
「君が代」演奏
「若 い力」演奏
「得賞歌」演奏

奏

　

奏

唱

唱

演

唱

演

合

合

レ
合

レ

・

・

フ ァ ンフ ァー レ演 奏
行 進 山演 奏

順 序 第次 時  刻 要 領 備    考

アナウンス

開式通告
選手団入場
成績発表
表  彰
競技会会長 あいさつ

歓送の ことば

国旗儀礼
大会旗・ 協会旗等儀礼
競技会終 了宣言

閉式通告

選手団退場

14:00
14:01
14:10
14:12
14:30
14:33
14:36
14:37
14:38
14:39
14:40

競技会委員長

13:30
13:55
13:56

競技会会長
大東市実行委員会会長

選手団集合開始
役員 。選 手団整列完 了
開式予告

長
長
員
長

会
委
会

△
〓
〈
一
△
一

技
技
技

競
競
競

フ ァンフ ァー レ演奏
行進曲演奏 。合唱

「得賞歌」演奏

「君が 代 」演 奏・ 合唱
「若 い力」演 奏・ 合唱
フ ァンフ ァー レ演 奏

行進 曲演奏
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8:00
8:01
8:16
8:17
8:18
8:19
8:21
8:24
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１
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日本体育協会選定
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なみはや国体テーマソング

い ま の とき,

ー

作  曲=デ ィック・ リー

日本語詞=なかばやし のりあき

三度とない 今この時

果てしない 未来と過去の

真ん中で 耳を澄ませば

ほら 間こえるね

※競い合い 奔る海流

波が舞い 響く大地

潮騒の 一つ一つが

そう 生命だね

※※長い旅終え 浜辺に

打ち寄せる波に 薔おう

※※※WE CAN CHANGE THE WORLD

WE CAN CHANGE THE WORLD

新 しい波になれると信 じよう

WE CAN CHANGE THE WORLD

※繰り返し ※※繰り返し ※※※繰り返し
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バ ド ミ ン ト ン 競 ユ‐キ支
競 技 日 程

開 始 式   10月 26日 (日 ) 8時 00分  大東市立市民体育館

＼｀ヽ
、月日
会場＼

10月 29日 (水 )

大

東

市

立

市

民

体

育

館

少年男子 (B)

準々決勝 (4鈴 )

9:30～

少年男子 (B)

準決勝 (2試合)

13:30～

成年男子 (M)

準決勝 (2試合)

13:30～

10月 26日 (日 ) 10月 27日 (月 )

少年男子 (B)

1回戦 (15試合)

9:30～

少年女子 (G)

1回戦 (8試合)

12:30～

成年男子 (M)

1回戦 (4試合)

14:00～

成年女子 (L)

1回戦 (8試合)

15:30～

少年男子 (B)

2回戦 (16試合)

9:00～

成年男子 (M)

1回戦(4試合)

12:00～

成年女子 (L)

準々決勝 (4鈴 )

13:30～

少年女子 (G)

準々決勝 (4齢 )

15:00～

少年男子 (B)

3回戦 (8試合)

15:00～

成年男子(M)

成年女子 (L)

少年男子 (B)

少年女子 (G)

3位決定戦

9:30～

成年男子 (M)

成年女子 (L)

少年男子(B)

少年女子 (G)

決 勝 戦

11:30～

表 彰 式  10月 29日 (水)14時 00分  大東市立市民体育館

審 判 会 議  10月 25日 (土)10時 00分  大東市立総合文化センー

監 督 会 議  10月 25日 (土)11時 00分  大東市立総合文化センー

-26-

10月 28日 (火 )

成年男子 (M)

準々決勝 (4船 )

9:30～

成年女子 (L)

準決勝 (2試合 )

11:30～

少年女子 (G)

準決勝 (2試合)

11:30～



は決勝戦 は 3位決定戦

Mは成年男子、Lは成年女子、Bは少年男子、Gは少年女子

―
タ イ ム テ ー

~力・_   ´ |ノ イ

―卜Na

月 日 開始時

8:00

第1日 目
9:30

11:00

10月 26日 12:30

14:00
(日 )

15:30

17:00

1 2 3 4 5 6

口月   女台   ‐It

B l B 2

B 8

B  3 B 4 B 5 B 6

B 7 B 9 B10 Bll B12

B13 B14 B15 G l G 2 G 3

G 4 G 5 G 6 G 7 G 8 M  l

M 2 M 3 M 4 L l L 2 L 3

L 4 L 5 L 6 L 7 L 8

第2日 目

10月 27日

(月 )

9:00 B17 B18

B24

B19 B21

10:30 B22 B23 B25 B26 B27

12:00 B28 B29 B30 B31 M 5 M 6

13:30

15:00

16:30

M 8 L 9 L10 Lll L12

G 9 G10 Gll ′` ■ 0
,ヽ■ `4

B32 B33

B34 B35 B36 B37 B38 B39

第3日 目
10月 28日

(火 )

9:30

11:30

B40 B41 B42 B43 M 9 M10

Mll M12 L13 L14 ′` ■ ・う
Jヽ■ 0 G14

13:30 B44 B45 M13 M14

第4日 目
10月 29日

(水 )

9:30

11:30 B47 M16 L16 G16

14:00 表  彰  式

-27-

B16 B20

M 7

B46  M15  L15  G15



バ ド ミ ン ト ン デ鏡 」支 糸目̂´合
―せ 義ミ

【少年男子 (B)】

26日 29日 26日
椰道1膚県名

lI口 戦

27日

2回戦 31:ll戦 申々決
=

準決勝

28日

決 勝 準決勝

28日

準々決1

27日

3回戦 2回戦 1回戦

薔蛸螺名

石 り|1 1 熊  本

長 崎 2
B16

9:00

B24

10:30 千

　

　

新

　

広

葉

　

　

潟

　

島

B8
11:00

神奈川 3

岡 山 4
B36

16:30

B17
9:00

B9
11,00

青 森 5 28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

和歌山

愛 媛

群 馬

1,′10

"〔

 ,都  6 9:30

B18

9:00lII 梨 7 9:30

B26
10:30

菫

　

崎

Ｒ
）
　

　

＾
υ

B10

11:00
兵  庫

宮 福  島

B3

9:30

B37

16:30

福  井

香 川

大 阪

栃 木

10

11

12

13

B19

9:00

B47

11:30

Bll

ll:00

大 分

静 岡

北海道

茨 城

B44

13:30

B45

13:30

B27

10130

00

B28

12:00

長 野 14 B12

11:00

奈 良

愛 知 15 山  口

B5
9:30

B38

16:30

福

山

沖

鳥

岡 16

形 17

縄 18

取 19

B13

12:30
秋 田

岐 阜

佐 賀

島 根

富 |■

9:00

B41

9:30

322

10:30

B43

9:30

B6
9:30

1,30

12:00

着 手 20 B14

12:30

東 京 21
B35

16:30 44 :: 知

37
11:00

B39

16:30 45 宮 城

徳 島 22 13 位 :

,決定戦
|

r‐¨̈ ‐̈ ¬̈

' B46  1:  9:30  1

46 鹿児島

47 '奇  ]

滋 賀 23

B23

10:30
B31  ‐

12:00

B15

12:30

-28-

B32

15:00

B25

10:30

B33

15:00

B34

16:30

B29  :

12:00



こさ{rt
26日

1回戦

28日

準決勝

29日

決  勝

28H

準決勝  1準 々決勝

27日

1回戦

富 山 1 9 北海道
M5
12:00

埼 玉 2 10 京
　
富
　
　
岡
　
石
　
　
滋
　
束
　
　
熊

都

福 岡 3
Mll
ll:30 11 城

M16
11:30

M6
12:00

福 島 4 12 山

大 阪 5
M13

13:30
M14
13:30 13 川

H7
13:30

静 岡 6

」l 口 7

14 (1
M10
9:30

3位決定戦
:

一
I M15 :
: 9:30 1

M12
11:30 15 」(

M4
15:30

M8
13:30

喬 り11 8 16 本

ノヾ ド ミ ン ト ン 荒克|」支 組 _´合 ―せ 毒表

【成年男子 (M)】

′ヾ ド ミ ン lヽ ン 競 技 組 f「せ ―i表
【成年女子 (L)】

8遣府県i

26日

1回戦

27日 28日

準々決勝 準 1タミ勝

2911

決  勝

27日

準々決勝

26「 |

1回戦

tド  I1l  l 9 広 島
I′ 1

15:30

L5
17:()0

ヤ1岡 2

北海道 3

10 大 阪
I.11

13:30 11 熊 本
l.16

11:30

L6
17:00

香  川 4

5

12 岐 lit
L13
11:30島 根 13 茨 城

I.7
17:00

秋
　
奈
　
　
束

‖l

６

）
　

ウ
′

14 兵 ,F

良

L10
13:30

3位決定戦
:

r¨¨

―
: I´ 15 1
: 9:30 :

l.12

13:30 15 ,lF 森
L8
17:00

京 16 新 潟

う」県名
2611

1回戦

27「 |

11:々 決勝

28日

準決勝

281」

準決勝 |

27日

準々決勝 11可 戦

3酬熙名

埼 :I(1 9  イi  り||

Gl
12:30

C5
14:00

福 島 2 10 人 分

奈
　
　

昴̈
　
岡

Gll
15:()0 11 束

　

香
　
愛

　

青
　
山
　
　
大

′]ヽ

G16
11:30 00

山 12 川

山 13 力I

G3
12:30

G7
14:00

滋 賀 6

北海道 7

14 森

3位決定戦
:

r―¨―¨¨‐

:G15 1
: 9:30 :

15 ||

福 岡 8

C10
15:00

G13
11:30

G14
11:30

G12
15:00

G8
14:00

16 阪

29

|

~~~~~~~~■

準々決勝 |

28日

準決勝
|[1驚‖名

ノヾ ド ミ ン ト ン 競 ポ 懸 11_´合 ■■
=:夏

吏
【少年女子 (C)】

29,|

決 勝

2611 ―
|



練 習 会 場 使 用 上 の 注 意

1  ノゝ  =亘
1.ム  ●看

第 52回 国民体育大会バ ドミン トン競技の練習会場 として次の会場を準備 しています。

〈1)第 1練習会場   大阪産業大学体育館      (9コ ー ト)

〈2)第 2練習会場   大阪府立野崎高等学校体育館  〈6コ ー ト)

〈3)第 3練習会場   大東市立四条中学校体育館   〈3コ ー ト)

(4)第 4練習会場   四條畷学園高等学校体育館   (6コ ー ト)

※第 1会場～第 3会場には、 JR住 道駅よ り市民体育館 までの シャ トルバスを利用

して くだ さい。

第 4会場には、公共交通機関をご利用 ください。 (JR四 条畷駅下車 )

2.10月 23日・ 10月 24日 の使用 について

各チームの練習時間は 1時間とし、都道府県に 1コ ー トとします。

ただし、空きコー ト待ちのチームがない時は、引き続き使用することができま

す。

各チームの練習時間は、練習会場使用 日程表によ ります。

使用予定外のチームで も、コー トが空いているときは、使用 を認めます。

ただ し、 日程表のチームが到着 した時は、係員の指示に従つてコー トを変更す

るか、練習を中止 して くだ さい。

諸 注 意

(1)使 用前には、必ず受付を行 い係員の指示に従って ください。

(2)受 付の際に 「練習会場使用受付記入表」に記入 して ください。

(3)電 話での問い合わせは受付 ますが、使用の予約はできませんので注意 して くだ

さい。 〈練習会場の電話については、プ ログラム 83ペ ー ジに記載 )

(4)会 場内は、土足厳禁です。 シューズの区別をお願 いします。

(5)各 会場 とも会場閉鎖時刻 30分 前に練習チームがないときは、会場を闘鎖 しま

すので注意 して くだ さい。

-30-

3.10月 23日 ～ 10月 24日 の使用 について



練 習 会 場 使 用 日 程 表

―
‐
∞
】
―
‐

11時

会場

コート
時 間

第 1練 習 会 場
大 阪 産 業 大 学

1 2 3 4 5 6 7 8 9

第 2練 習 会 場
野 崎 高 等 学 校

第 3練習会場
四 条 中学 校

3 4 1 2 3

23日

2411

9:00～ 17:00 関  東 近 畿 北海道

北海道関  東 近 畿

北信越

北信越

九

九

′洲

り洲

中 国

中 国

東

東

海

海

東

京

北 四

四

国

国北9,00～ 17:00

25日 総合開会式 ら月 食自 3月 食富 閉 館 臓月 食宮

10

月

26

日

(日 )

6:00～  7:00 Bl Bl B2 B2 B3 B3 B4 B4

鷹月 α員

B 7 B7 B8 B8 B9 B9 B10 B10
自

由

約束

燿ヨ

B 13 B13 B14 B14 B15 B15 Gl Gl

G4 G4 G5 G5 G6 G6 G7 G7

M2 M2 M3 1ヽ3 M4 M4 Ll Ll

L4 L4 L5 L5 L6lL6 L7 L7

B5 B5
|

自由練習

F月 ■貞

B1l I Bll B12 B12

G2 G2 G3 G3

G8 G8 Ml Ml

L2 L2 L3 L3

L8 I´ 8

侵月 '貞 屁月 金主:1

E月 金貞

自  由 練 習

門 始 式

9:00～ 10:00

目月 ,員

自由練習
10:00～ 11:30

11:30～ 13100

13:00～ 14:30

14i30～ 16100

10

月

27

日

(月 )

7:00～  8:00 B16

B22

B16 B17 B17 B19

B25

B19

自

由

預束

理ヨ

B21

B26 B27

B21

B27

1ヽ6
自由練習

L12

B83

B39

自由練習
自 由 練 習

β月 金:貞

8:00´ヤ 9:30 B22 B23 B23 324 B24 B25 B26

9:30～ 11:00 B28 B28 B29 B29 B30 B30

L9

B31 B31 M5 M5 1ヽ6

11:00～ 12:30 M7 M7 4ヽ8 L9 し10 L10 L ll Lll

B32

し12

12130～ 14:00 G9 G9 G10 G10 Gll Gll G12 G12 B32 B33

14:00～ 15:30 B34 B34 B35 B35 B36 337 B37 338 B38 B39

10
月
28
日

(火 )

B40 B40 B41 B41 B42 B42 B43 B43

Mll Mll M12 M12 L13 L13 L14 L14

B44 B44 B45 B45 M13 M13 M14 M14

l・ l H■ 練東 選」

M9 M9 4ヽ10 M10

G13 G13 G14 G14

自  由 練 習

自由練習
自 由 練 習8:30～ 10:30

10:30^-12:30

12:30～ 16100 F月 多貞

10月

29日

(水 )

7:00～ 8:30 B46 B46 M15 M15 L15 L15 G15 G15

「
月 食富 自由練習 口月 食自

8:30^-10:30 B47 B47 M16
|

1ヽ16
|

L16 L16
|

G16
|

G16

{ヽは成年男子  Lは 成年女子  Bは 少年男子  Gは 少年女子   数字は試合番号

|

86 l86

自由練習

I B181 B18

1ヽ8

B36

|    |
B2里

_翌生

7100～  8130 |

|

|



労:夢電|  三L」芝| (た) じζ,、  フリヽ   1′ここ

/千 ドミントン″丼

◇バ ドミン トンは、イ ン ドのボ ンベイ地方 の

プーナゲームが原型で ある とされて います。
◇イギ リス駐留軍の将校が本国のグロスター シャの

パ ドミン トン村でのパーテ ィーで雷雨 にみ まわれ 、

暇 をもてあま した際 に、プーナゲーム を思 い出 し、

シャンバ ンの栓 に鳥 の羽 を刺 し、テニスの ラケ ッ ト
で打ち合つてみせたのがきっかけで国中に広が りました。

◇パ ドミン トンという名前は、この村名に山来 します。

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 競 技 の 方 法 ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡

◇国体バ ドミン トン競技で は、成年男子、成年女子 、少年男子、少年女子 4種 目
が行われ 、 「なみはや国体」で は、少年男子が 47都 道府県が参加 します。他 の成
年男子 、成年女子、少年女子 は、全国 を 9プ ロックに分 けて予選 を勝 ち抜 いた都
道府県 の 15チ ーム と開催地大阪府 の合計 16都 道府県が参加 します。
1チ ーム は、監督 1名 ・ 選手 3名 で編成 され ます。

すべて都道府県代表 の団体 戦の トーナ メン トで行われ ます。試合は、ダブルス・

シングルス・ シングルスの順で行 われ 、先 に 2勝 したチームが勝 ち とな ります。

◇ 1ゲ ーム男子 シングルス、男子・ 女子ダブルスが『 15点 』、女子シングルス
『 11点 』を先にとれば勝ちとな ります。 ところがバ ドミン トンには 「セ ッティ
ング」 と言われる独特のルールがあ ります。女子シングルスで 9点 又は10点 で、
それ以外の種 日では、13点 又は14点 で並んだ場合追いつかれた方が 「セッティン
グ」をするか しないかを選ぶ ことができます。

「セ ッティング」を選んだ場合は、得点掲示板を 0対 0に 戻 します。そ して

9文す9 先 に 3点
女子 シングルス

1()文す10 先 に 2点

男子シングルス
男・女ダブルス

13対 13 先 に 5点

14対 14 先 に 3点  取 れ ば 勝 ち と な ります 。

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡

◇ラケッ トか ら打ち出されるスマッシュのシャ トルスピー ドは、時速 3 0 0kmを
超えるほどでスピー ド感あふれる華麗なスポーツでが、それだけに予見力が要求

され、同時に相手の予測を外す等、頭脳的作戦もみどころのひ とつです。

につ いて

「

~~
l

L
↓

↓

↓

↓

競 技 の み ど こ ろ
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参 加 人 員 一 覧 表

‐
ノ

ロ

ツ

ク

都

道

府

県

監

　

　

督

成

年
年1

フ7

子

成

年

女

子

少

年

男

子

少

年

女

子

計

北海道 北海道 4 3 3 3 3 16

東

」ヒ

青 森
う
０ 3 3 3 12

岩 手 3 4

8宮 城
つ

一 3

3

3

秋  田

山  形

2 3 8

41 3

福 島 3 3 3 3 12

関

東

茨  城 2 3 3 8

栃 木 1

1

3

3

4

群 馬 4

埼 玉
つ
０ 3 3 3 12

千 葉 3 4

16東 京 4 3 3 3

3

3

神奈川 4

4山 梨 3

」ヒ

F
lF,

越

新 潟

長 野

2 3 3

3

8

1 4

富  山 4 3 3 3 3 16

12

4

石  川
ｎ
● 3 3 3

福 井 3

東

海

静  岡
ワ
´ 3 3

3

8

3 8

重 3

3

4

岐 阜 2 3 8

―′
ノ

ロ

ツ

ク

都

道

府

県

監

督

成

年

男

子

成

年

女

子

少

年

男

子

少

年

女

子

計

近

畿

京 都

大 阪

3

2

3

3

3

3 3 12

3 8

4 ０
０ 3 3

3

16

兵 庫

奈  良

2 ｎ
６ 3 8

123 3 3

31 4

中

ll

鳥 取

3

3

3 4

島 根

岡 III

広 島

ｎ
Ｚ 3 8

う
０

，

一
０
、ｕ

3 3 12

3 8

山 「 1 3 3 3 3 12

四

1可

香 川

徳  島

愛 媛

4 3 3 ０
６ 16

1 3 4

1 3 4

高 知 1 3 4

九

州

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

rf 崎

鹿児島

沖 縄

4 3 3 3 3 16

3 4

3 4

う
０ 3 3 3 12

つ

一 3 へ
６ 8

1 3 4

41 3

1 3 4

総  :計 95 48 48 141 48 380
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滋 賀

和歌山
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出 場 監 督 選 手 覧 表

少 年 男 子 ○印は監督

都道府県 監督 。選 手名 勤 務 先 ・ 学 校 名 備  考

北 海道

司

司

介

輸

一
裕

大

大

口

上

淵

田

井

三

岩

上

○ 校

校

学

学

等

等

高

高
一　
一

第

第

幌

幌

札

札

校

校

学

学

等

等

高

高
一
業

第

工

幌

川

札

旭

育 森

伸

彦

哉

学

光

安

俊

藤

保

本

田

々

佐

阿

佐

原

○ 校

校

学

学

等

等

高

高

塾

塾

義

義

奥

奥

東

東

校

校

学

学

等

等

高

高

塾

業

義

工

奥

前

東

弘

岩  手

亨

由

幸

広

一
俊

忠

地

原

藤

村

菊

菅

伊

川

○ 校

校

学

学

等

等

高

高

沢

沢

前

前

エユ
　
ニユ

県

県

手

手

岩

岩

岩 手 県 立 花 巻 農 業 高等 学 校

岩 手 県 立 前 沢 高 等 学 校

宮  城

治

彦

良

克

岩

妻

白

我

○

郎

由

太伸

紘

橋

Ｌ

高

三

校

校

学

学

等

等

高

高

業

業

工

工

県

県

城

城

宮

宮

校

校

学

学

等

等

高

高

業

業

工

工

県

県

城

城

宮

宮

秋  田

行

太

惣

弘

田

野

柴

冨

○

洋

浩

吉

稔

田

藤

村

伊

校

校

学

学

等

等

高

高

業

央

工

中

手

田

横

秋

エユ
エエ

県

県

校

校

学

学

等

等

高

高

業

業

工

工

手

手

横

横

エユ
　
エエ

県

県

正

平淳

山

地

横

菊

○

秀

介之

友

清

沢

瀧

石

大

校

校

学

奇ド
デ●

ヽ

等

高

高

形

業

山■
一

工

だ
ョュ′

日

本

鶴

日

校

校

学

学

等高

等

形

高

山

業

■‥
　

Ｅ

大本

岡

日

鶴

福  島

二

貴

忍

一

遊

雅

　

健

本

林

沼

藤

橋

小

大

近

○ 校

校

校

校´
一

学
学
学
需

等

等

等

高

高

高

積

積

安

安

京

京

帝

帝

高

ョ山

積

郡

安

立具

京
調

Ｆ
‘

帝

福

茨  城

史

一
造

季

広

修

祐

広

内

本

島

林

木

坂

イヽ

小

○ 校

校

学

学

等

等

高

高

院

院

学

学

総

総

常

常

校

校

学

学

等

等

高

高

院

院

学

学

総

総

常

常

―‐34-

山  形



少 年 男 子 ○印は監督

都道府県 監督・ 選手名 勤 務 先 。 学 校 名 備  考

長  野

○ 神 林   務

今 井 貴 幸

達 家 大 輔

山 崎 広 一

長 野 商 業 高 等 学 校

長 野 商 業 高 等 学 校

中 野 実 業 高 等 学 校

須 坂 高 等 学 校

富  山

○ 山 形 英 明

清 水 隆 志

田 中   肇

今  市   彰

富 山県 立 高 岡 工 芸 高 等 学 校

富 山 県 立 高 岡 工 芸 高 等 学 校

高 岡 第 一 高 等 学 校

高 岡 第 一 高 等 学 校

石  川

金 沢 市 立 工 業 高 等 学 校

金 沢 市 立 工 業 高 等 学 校

金 沢 市 立 工 業 高 等 学 校

金 沢 市 立 工 業 高 等 学 校

福  井

○ 坂

茂

川
」́
ン`、

井 茂  則

呂 俊  司

上 善 和

倉  和 也

勝

勝

勝

足

1山

山

山

羽

高

高

高

高

等
aF
ヽデ

カ

“
子ヽ

力

“
デヽ

燿

`■
｀

燿多
■■

虐多
■=

だ多
」

「

校

校

校

校

静  岡

○  岩  澤   猛

花 田 純 一

山 本 智 章

小 野 昌 之

静岡県埋蔵文化財調査研究所

星  陵  高  等  学  校

星 陵 高 等 学 校

伊 東 高 等 学 校

愛  知

込

野

藤

川

貞  司

元  嗣

潤  一

晃

岡 崎 城 西 高 等 学 校

岡 崎 城 西 高 等 学 校

岡 崎 城 西 高 等 学 校

岡 崎 城 西 高 等 学 校

重

○ 山 本 泰 生

山 田 隆 一

鎌 田 正 幸

斎 藤 有 矢

暁 高 等 学 校

暁 高 等 学 校

暁 高 等 学 校

県 立 久 居 高 等 学 校

岐  阜

○ 田 中 常 隆

仁田原 英 樹

浅 野 由 裕

則 武   達

県 立 岐 阜 商 業 高 等 学 校

県 立 岐 阜 商 業 高 等 学 校

県 立 岐 阜 商 業 高 等 学 校

県 立 岐 阜 商 業 高 等 学 校
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範

明

相

靖

重

浩

忠

徳

島

　

井

谷

彼

車

酒

茶

○

下

久

佐

早

○



○印は監督少 年 男 子

都道府県 監督・ 選 手 名 勤 務 先 ・ 学 校 名 備  考

一
大

吾

史

幸

　

真

貴

上

原

山

谷

村

神

村

古

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

院

南

院

院

学

宮

学

学

新

都

新

新

作

宇

作

作

群  馬

司

人

崇

之

勇

直

　

尚

井

　

鍋

庭

今

堀

真

坂

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

束

東

東

京

橋

橋

橋

橋

前

前

前

前

ニエ
　
ニ立
工立
ニユ

県

県

県

県

埼  玉

務

介

樹

彦

洋

和

竜

根

西

田

村

関

中

鎌

橋

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

尾

尾

尾

尾

上

上

上

上

工立
ユエ
エ立
工立

県

県

県

県

千  葉

章

良

多

生

喜

　

草

健

熊

花

地

藤

大

立

菊

加

○ 校

校

学

学

等

等

高

高

愛

愛

敬

敬

葉

葉

千

千

校

校

学

学

等

等蔚

高
■
‥

葉

愛

‥一■

敬

台

葉

武

千

西

．
カ東

実

太

樹

一

洋

勇

裕

谷

井

崎

川

渋

松

板

下

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

一　

　^
一　
Ｌ
”

一　
　
一　
　
一　
■ワ

第

第

第

巣

東

東

東

徳

関

関

関

淑

神 奈川

功

史

晴

庸

洛

友

嵐

端

崎

野

十五

川

寺

吉

○ 校

校

校

校

学

学

学

等

等

等

学

高

高

高

〈
口　〈
口　〈ロ　エデ

総

総

総

ョ
、

崎

崎

崎

ｉ

＝

＝

＝

高

エユ
エエ
エ立

市

市

市

浜

崎

崎

崎

―

　

―

　

―

　
〓
員

”

”

”

を

lII 梨

彦

次

宗

幸

山

原野

中

日

○

樹

也

直

智

田

海

内

西

校

校

校

校´
´

ヽ
コ

，

学

学

学

‥等

等

等

等

高

高

高

高

蓑商

′

′

′

府

日

日

日

甲

新  潟

弘

朗

之

夫

泰

史

寛

貴

縣

山

下

日

山

森

堂

水

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

越

越

越

越

―

イ

　

Ｉ

Ｈ

　

■

■
　

■

↓
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,ヨ塁 =コri~コ~~ 覧 表

少 年 男 子 ○印は監督

都 道 府 県 監督 。選 手名 勤 務 先 ・ 学 校 名 備  考

滋  賀

○ 藤 上 良 信

深 田 和 彦

尾 崎 勝 久

稲 垣 翔 悟

比 叡 山 高 等 学 校

比 叡 山 高 等 学 校

比 叡 山 高 等 学 校

比 叡 山 高 等 学 校

京  都

○  山

鎌

春

古

本

田
″
イコ

川

裕  幸

志  円

悟

祐  輔

京 都 府 立 西 乙 訓 高 等 学 校

京 都 府 立 西 乙 副 高 等 学 校

京 都 府 立 西 乙 訓 高 等 学 校

京 都 府 立 洛 水 高 等 学 校

大  阪

○  和

仲

永

福

田

尾

谷

川

泰 寛

修  一

和 也

和 也

永            西

此 花 学 院 高 等 学 校

大 阪 学 芸 高 等 学 校

大 阪 学 芸 高 等 学 校

兵  庫

○  大

明

細

山

将  史

清  貴

和 志

将  基

加 古

姫 路

東  播

加 古

川 北 高 等 学 校

工 業 高 等 学 校

磨 高 等 学 校

川 南 高 等 学 校

○  錦

寄

笹

嶋

川

島

秀 知

康  郎

太 助

基 弘

添

添

条

上

上

条

高

高

高

高

等

等

等

等

●́
τ

●́
■
~

●́
τ

学

校

校

校

校

和歌山

○ 武 藤 隆 志

小 森 基 貴

沢 田 祥 浩

寺 西 健 士

那 賀 高 等 学 校

那 賀 高 等 学 校

那 賀 高 等 学 校

新 宮 商 業 高 等 学 校

鳥  取

○  山 本   浩

山 口 優  介

近 藤 健 人

高  真   強

粟 村 製 作 所

米 子 西 高 等 学 校

米 子 東 高 等 学 校

米 子 東 高 等 学 校

島  根

○  平 井   謙

梶 谷 瑞 樹

藤 原 憲 行

狩 野 晋 利

松 江 西 高 等 学 校

松 江 西 高 等 学 校

松 江 西 高 等 学 校

松 江 西 高 等 学 校
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出 場 監 i督 週塁 ≡F 覧 表

少 年 男 子 ○印は監督

監督・ 選手名 勤 務 先 。 学 校 名 備  考

岡  lII

貴

宗

史

弥

文

大

匡

佑

崎

岡

田

中

西

西

柴

田

○ 校

校

学

学

等

―笙ヽ

高

高

業

一
胃

工

．‥

校

校

学

学

等

等

高

高

業

業

工

工

島

戸

敷

島

水

瀬

倉

水

広  島

司

二

也

稔

克

修

雄

本

原

本

本

山

時

山

関

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

レ
し
　
レ
Ｌ
　

レ
し
　

レ
Ｌ

↓
“
　
↓
”
　
↓
“

「
”

佐

佐

佐

佐

安

安

安

安

ユエ
ニユ
　
エエ
エエ

市

市

市

市

島

島

島

島

広

広

広

広

口１．ｕ

弘

道

彦

一

勝

利

昌

壮

茂

原

木

松

永

中

青

村

○ 校

校

校

校

´

　́
　
　
　
　
　
　
　
　
“
〓

注
コ
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
コ
■

‥

学

学

‥

等
　
　
　
等

高

等

等

高

日

高

高

日

学
　
　
　
学

口

京

田
　
　
　
田

野

山

西

野

香  川

浩

輝

博

敬

佳

直

丈

和

野

保

田

官

岡

久

前

二

〇 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

業

業

業

業

商

商

商

商

松

松

松

松

高

高

高

高

■
●

ｒ
●

徳

努

明

薫

太

弘

　

健

岡

山

川

井

吉

蔭

藤

向

○ 学

校

校

校

学

学

学

レ
し

等

等

等

高

高

高

塚

東

東

好

大

城

城

三

愛  媛

幸

一
茂

彦

博

順

洋

邦

島

部

中

藤

樽

渡

大

伊

○ 校

校

校

校

´
一
　
　
　
　
　
　
　
■
一

燿
コ
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
コ
●

‥

学

学

‥

等
　
　
　
等

高

等

等

高

買

高

高

舅

農

　

　

農

条

田

田

条

西

新

新

西

高  知

治

一
憲

啓

誠

慶

綺

田

集

中

嶋

前

都

田

○ 校

校

学

燿「等

等

寺
ｔ
ｒ

高

業　^
´

´
１

一Ｊ

西

東

知

知

高

高

高 知 西 高 等 学 校

土 佐 高 等 学 校

}`i
口 l 岡

廣

気一九

山

井

八

石

○

池  田 信 太 郎

岡  田   淳

校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

属

属

属

属

付

付

付

付

大

大

大

大

際

際

際

際

国

国

国

国

州

州

州

州

九

九

九

九
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出 場 監 督 週里 覧 表―~」~

少 年 男 子 ○印は監督

都道府県 監督・選 手名 勤 務 先 ・ 学 校 名 備  考

佐  賀

○ 浪

山

川

岡

瀬  昌 也

口 博 旭

添    潤

本 泰 成

佐 賀 県 立 唐 津 工 業 高等 学 校

佐 賀 県 立 唐 津 工 業 高 等 学 校

佐 賀 県 立 唐 津 工 業 高 等 学 校

佐 賀 県 立 唐 津 工 業 高等 学 校

長  崎

○  森    俊 弘

駒 田 智 史

吉 田 府 太

田 添   亮

創 成

創  成

創  成

長 崎

館

館

館

」ヒ

高 等 学 校

高 等 学 校

高 等 学 校

高 等 学 校

熊  本

○ 権 藤 浩 二

二 瓶    良

大 束 真 也

中 村 寿 史

八

八

八

八

代 東 高 等 学 校

代 東 高 等 学 校

代 東 高 等 学 校

代 東 高 等 学 校

大  分

○ 阿 南 典 久

橋 本 洋 人

山 下 泰 臣

蒲  池   誠

情 報 科 学 高 等 学 校

情 報 科 学 高 等 学 校

情 報 科 学 高 等 学 校

日 田 林 工 高 等 学 校

宮  崎

○ 外 菌 和 彦

武 田 和 也

嶋 田 純 也

本 城 哲 也

宮 崎 工 業 高 等 学 校

宮 崎 工 業 高 等 学 校

宮 崎 工 業 高 等 学 校

宮 崎 工 業 高 等 学 校

鹿児島

○  前 野  親二郎

内 野 和 幸

小 谷    剛

末 永 隆 丸

指 宿 工 業 高 等 学 校

鹿 児 島 商 業 高 等 学 校

鹿 児 島 商 業 高 等 学 校

鹿 児 島 商 業 高 等 学 校

沖  縄

○ 友 利 浩 一

新 垣 健 太

伊 藤 圭 彦

金 城 好 麿

糸 満 高 等 学 校

糸 満 高 等 学 校

糸 満 高 等 学 校

南 風 原 高 等 学 校
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○ 印 は監督成 年 男 子

都 道 府 県 監督 。選 手名 勤 務 先 ・ 学 校 名 備  考

北 海道

弘

樹

雅

秀

藤

井

伊

村

○

伸

哉

嘉

直

藤

澤

佐

水

道

道

道

道

海

海

海

海

」ヒ

」ヒ

」ヒ

ヨヒ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

宮  城

雄

勉

則

樹

利

　

靖

元

田

城

根

浦

原

金

関

山

○ 」ヒ

11:

」ヒ

1ヒ

東

東

東

東

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

島福

繁

均

宏

文

泰

逸

田

堀

野

寺

大

平

沈

○ 富 士 通 い 会 津 若 松 工 場

福 島 県 立 会 津 工 業 高 等 学 校

福 島 女 子 短 期 大 学

(財 )福 島 県 体 育 協 会

埼  玉

男

昌

孝

リマ

則

知

英

セホ

登

谷

田

本

能

大

山

藤

○

東  京

昇

彦

弘

三

文

隆

雄

嶋

田

賀

田保

兒

町

須

久

○ ド

京

京

京

ンヽ

東

東

東

ム

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｌ

レ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

い

Ｎ

Ｎ

Ｎ

富  山

勉

生

夫

司

麻草

紀

宏

泉

木

井

山

今

鈴

今

大

○ い

い

榊

い

輸

輸

輸

輸

運

運

運

運

ヽヽ
ヽ
　
ヽヽ
ヽ
　
ヽヽ
ヽ
　
ヽヽ
ヽ

ナ

ナ

ナ

ナ

卜
・

卜
，

ヽ
・

１
●

石  川

一
修

男

太

健

　

明

圭

田

田

本

田

崎

武

石

舛

○ 行

行

行

学

銀

銀

銀

大育

國

國

國

体

」ヒ

」ヒ

」ヒ

本

い

い

い

日

静  岡

博

昭

頼

一

高

智

信

英

辺

野

島

口

渡

吉

中

山

○ 品

０

側

例

コ
　
コ
　
コ

食
卜

，

ヽ
，

Ｉ
Ｐ

和

ヤ

ヤ

ヤ

七
刻　
）ン
　
いン
　
一ン
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校

園

学

学

学ヽ
　
ス

ィ

　

大

南

シ

　

大

田戸

二

田

ェ立
　
ユ
　
　
｛大

市

　

稲

日

本

戸

日

早

中

エ



○印は監督成 年 男 子

都 道 府 県 監督 。選 手名 勤 務 先 。 学 校 名 備  考

之

之

徹

昭

良

将

　

良

井

井

本

上

洒

酒

松

藤

○ 学

学

大期

‥
■
´

短子女

１

賀滋

法

早 稲 田 大 学

中 央 大 学

京  都

勉

司

章

文

耕

雅

隆

尾

野

川

井

村

平

藤

市

○ 学

品

大子

薬

女社

筒

士
心同

井

京 都 翔 英 高 等 学 校

B W A Y

大  阪

生

二

彦

宏

峰

兼

昭

明

井

山

村

田

松

常

植

岸

○ 西

器

西

西

関

　

関

関

ヨE
It3

Ｔ

　

　

Ｔ

Ｔ

下

Ｔ

　

　

Ｔ

Ｔ

Ｎ

松

Ｎ

Ｎ

岡  山

弘

任

哲

篤

道

邦

原

林

田

井

藤

若

福

草

○ い

イ

側

学

ガ
を
ド

ト

　

習
フ

Ｌ
ヽ

―

「

´
　

　

―
フ

鉄

プ

産

′

　

　

　

ゝ
１

゛
´
　

　

　

‘
Ｆ

製

ヨ

器

シ

　

体

卜

電

崎
　
　
　
―

‐

ッ

下

本

ケ

川

ラ

松

日

山  口

雄

志

彦

郎一

貞

強

正

誠

野

内

崎

沖

河

田

田

ヽ
ノ

ｒ

ヽ 山 市 役 所

関 南 高 等 学 校

山 市 役 所

亜    大    学

徳

下

徳

東

康

士

亨

介

利

貴

　

大

川

田

村

川

エハ
　
島事
　^
占
Ｔ
　
土
ロ

○ 校

ノ

ノ

学

学

一ヽ

」

′
　

　

　

　

　

●
′

ョ
、

ダ

ダ

高

田

園学

タ

タ

稲

誠尽

い

い

早

岡
"ゴ■ヨ

美

武

行

智

裁

文

秀

一

水

居

嵐十

森

清

棟

五

○ 器

器

器

器

電

電

電

電

卜
，

ヽ
・

ヽ
・

―
ト

ス

ス

ス

ス

ベ

ベ

ベ

ベ

熊  本

久

文

高

也

武之

政

博

勝

黒

田

井

山

石

花

古

西

○ 州

州

州

学

１
●
　

■
Ｌ

　

，
Ｌ

ｉ

ノ
　

■
ノ

　

↓
ノ

大育

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ
■―
/1｀

Ｙ

Ｙ

Ｙ

日
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成 年 女 子 ○ 印 は 監督

都 道 府 県 監督・ 選 手 名 勤 務 先 。 学 校 名 備  考

北 海道

○  工  藤

武: 田

中 井

後  藤

忠  和

明  美

貴 代 美

績: 子

N
N
N
N

T
T
T
T

T
T
T
T

」ヒ

」ヒ

」ヒ

」ヒ

海

海

海

海

道

道

道

道

青  森

○  花  田

山 町

工  藤

須  藤

康  夫

美  樹

符 記 子

雅  子

東 奥 学 園 高 等 学 校

プ ロ シ ョ ッ プ ア オ モ リ

黒 石 商 業 高 等 学 校

東 京 女 子 体 育 大 学

秋  |‖

○  嵯  峨

青  柳

押  Hi
岡

や よ い

しのぶ

洋  恵

加 代 子

い

い

い

い

」ヒ

」ヒ

」ヒ

」ヒ

銀

銀

銀

銀

行

行

行

行

茨  城

○  磯  辺

米  倉

大  坂

中 島

和  弘

加 奈 子

千  尋

暁  子

常 総 学 院 高 等

つ  く ば  国  際

つ  く ば  国  際

つ  く ば  国  際

学 校

大  学

大  学

大  学

東  京

○  高  橋

田 児

阪  本

石  井

英  治

よ し子

雅  子

知 恵 美

N
N
N
ヨ

T
T
T
う
↑

T
T
T
ツ

東

京

東

ク

只

呆

泉

ス

新  潟

誠

景  子

か お り

直  美

東

京

東

束

」ヒ

」ヒ

」ヒ

」ヒ

′ヨヨ「

"ヨ
′■|

興ヨ

■庁
iti

ヨ自

“

じ

力

カ

力

力

富  山

○ 河

高

河

市

合  昭  博

野  八  重

回 奈 緒 美

橋  美  紀

協

協

協

協

ア

ア

ア

ア

ル

り1/

ル

ル

岐  阜

○ 天 野 博 江

堀    裕  子

高 島 香 里

高 尾 昌 代

東

大

東

束

海 女 子 短 期 大 学

本   土   木

女  子  大  学

女 子 大 学

日

海

海
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都

都

田

野

藤

矢

亀

竹

斉

住

○



成 年 女 子 ○ 印 は監督

都 道 府 県 監督 。選 手 名 勤 務 先 。 学 校 名 備  考

大  阪

○  宮  崎

井  田

中  山

増  茂

克  巳

貴  子

智 香 子

孝  枝

洋

洋

洋

洋

]自
呵ヨ

‐
R3
■に
日L3

ヨ自
嗜3

機

機

機

機

兵  庫

○  松  本

武  富

鬼  頭

内  田

泰  典

いず 美

加  代

裕  子

菱

菱

菱

菱

]け
曰日

目自
咤」

」F
月t3

‐
嗜ユ

機

機

機

機

い

い

い

い

奈  良

○  谷  口

水 井

水  井

渡 辺

章

妃 佐 子

泰  子

未 奈子

奈

フ

フ

コぼ
ノヽ

良 大 付 属 高 等 学 校

ン

ン

チ

チ

ユ

ユ

,多
」■理

↓
ノヽ

島  根

○  星  野

田  部

渕  上

東

忠  男

実 智代

幸  代

美 登 里

ス ポ ー ツ シ ョ ッ プ ほ し の

山  陰  合  同  銀  行

山 陰 合 同 銀 行

山 陰 合 同 銀 行

広  島

○.山
福
」ビ
●:

渡

村

井

川

辺

和  夫

奈  美

愛

夕 子

中

広

広

広

国 通 商 産 業 局

島 ガ ス い

島 ガ ス い

島 ガ ス |い

香  川

○  亀  谷

富  田

山  下

中 国

幸  生

美 津枝

真 奈 美

恵  子

い

い

輸

い

百

百

百

百

十

十

十

十

四

四

四

四

銀

銀

銀

銀

行

行

行

行

"fiロ 1司

○ 桶

田

田

中

本

村

頭

ll

百 合子

富 士美

美 奈子

佐 知子

日

ベ

ベ

ベ

本 命 険

器

器

器

ス

ス

ス

ヨ自
[t,

■饉EE

“

■
口ti

熊  本

○ 宮 本 幸 弘

春 武 美 穂

山 崎 雅 美

吉 岡 知 香

N
N
N
N

E
E
E
E

C
C
C
C

九

九

九

九

州

州

州

州
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○ 印 は監督少 年 女 子

都 道 府 県 監督 。選 手名 勤 務 先 。 学 校 名 備  考

北 海道

男

織

弓

美奈

英

紗

真

真

坪

崎

崎

田

苧下

塩

塩

沼

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

業

業

業

修

実

実

実

静

川

川

川

幌

旭

旭

旭

札

青  森

明

か

美

弥

由

正

ゆ

真

由

藤

井

崎

本

佐

武

宮

竹

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

園

園

園

園

学

学

学

学

葉

葉

葉

葉

千

千

千

千

島卜 i

"1

一
薇

乃

美

要

薇

文

寛

口

藤

林

張

山

佐

○ 校

校

学

学

等

等

高

高

志

志

尚

尚

校

校●
´

ド
『■

学

‘等

等

高

高

働学

志

‥
洸

尚

聖

〓
ヽ
´

「
コ

埼

勝

史

子

子美

園

万

校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

栄

栄

栄

栄

玉

玉

玉

玉

埼

埼

埼

埼

東  京

夫

奈

子

帆

莉

久

奈

万

志

合

世

田

木々

落

常

山

須

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

館

館

館

館

学

学

学

学

女

女

女

女

橋

橋

橋

橋

本

本

本

本

日

日

日

日

富  山

二

美

美

紀

正

宏

好

夏

谷

村

谷

井

麦

奥

幡

藤

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

西

西

西

西

岡

岡

岡

岡

高

高

高

高

工立
　
工立
　
エユ
　
ニ立

県

県

県

県

山

山

山

山

富

富

富

富

′
４

修

幸

恵

理

美

　

恵

田

井

田

村

和

田

舛

田

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

陽

陽

陽

陽

向

向

向

向

沢

沢

沢

沢

金

金

金

金

エユ
エエ
　
エユ
ニユ

県

県

県

県

石

石

石

石

樹

子

麻

子

紀

芳

亜

友

郁

藤

島

合

藤

伊

川

佐

加

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

高

高

高

高

徳

徳

徳

徳

淑

淑

淑

淑

知

知

知

知

愛

愛

愛

愛
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少 年 女 子 ○ 印 は監督

都 道 府 県 監 督・ 選 手 名 勤 務 先 ・ 学 校 名 備  考

滋  賀

○ 濱

勝

上

蔵む

久 美雄

梨  絵

絵  美

絵  理

嶋

IIl

川

滋 賀 女 子 高 等 学 校

比 叡 山 高 等 学 校

滋 賀 女 子 高 等 学 校

近 江 兄 弟 社 高 等 学 校

大  阪

○ 西 上 正 一

福 永 麻 美

安 城 美 華

速 水 永 子

松 ノ 宮 小 学 校

四 天 王 寺 高 等 学 校

四 天 王 寺 高 等 学 校

四 條 畷 学 園 高 等 学 校

奈  良

○  乾    哲  司

亀 井 春 菜

内 海 典 子

前 田 亜 貴

添 上 高 等 学 校

添 上 高 等 学 校

一 条 高 等 学 校

高 田 商 業 高 等 学 校

岡  山

○ 佐

小

山

守

藤  忠  裕

田 真  澄

本  泰  子

屋  仁  美

山 陽 女 子 高 等 学 校

山 陽 女 子 高 等 学 校

倉 敷 翠 松 高 等 学 校

山 陽 女 子 高 等 学 校

口l  「l

○  松  本

三 好

稲 子 田

川  田

克  芳

沙 也香

朝  美

弘  美

山 口 中 央 高 等 学 校

山 口 中 央 高 等 学 校

中 村 女 子 高 等 学 校

山 口 中 央 高 等 学 校

香  川

○ 」ヒ
′ヽ

^
薄

谷

lH

恭  一

住  代

真 理 子

友  香小 比賀

北 谷 精 肉 店

高 松 商 業 高 等 学 校

高 松 商 業 高 等 学 校

高 松 商 業 高 等 学 校

}Fi
コヽ 岡

○  樽  野

森

中  内

三  好

智  子

か お り

景  子

奈  緒

九 州 国 際 大 付 属 高 等 学 校

九 州 国 際 大 付 属 高 等 学 校

九 州 国 際 大 付 属 高 等 学 校

精 華 女 子 高 等 学 校

大  分

○ 吉 田 信 之

末 綱 聡 子

赤 尾 美 代

倉 満 麗 香

昭 和 女 子 高 等 学 校

昭 和 女 子 高 等 学 校

昭 和 女 子 高 等 学 校

昭 和 女 子 高 等 学 校
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競 技 成 績 採 点 方 法

男女総合成績 (天 皇杯得点 )及び女子総合成績 (皇后杯得点)は 、競技得点 と

参加 得 点 の合 計 と し、そ の 多 い都 道 府 県 順 に第 1位 か ら第 8位 まで を決定 す る。

ただ し、 同点 の場 合 は 、そ の順 位 を共 有 し次 の順 位 を欠位 とす る。

(1)競 技得点

(2)参 加 得 点

大会 (プ ロック大会 も含む。)に参加 した都道府県 に10点 を与 える。

ただ し、プ ロック大会で本大会 の出場権 を獲得 しなが ら、本大会 に参加

しなか った場合 は、与えない。

天 皇杯 対 象 種 別 皇后 杯 対 象種 別 競 技 得 点

成 年 男 子

成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子

成 年 女 子

少  イ「1 女  子

各種別 とも 1位 40点 , 2位 35点 ,

3位 30点 ,4位 25点 , 5位 (4チ ー

ム)各 12.5点 の競技得点を与える。
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バ ドミントン競技 男女総合 (天皇杯得点)成績一覧表

ヽ .́:

成 年 男 子 成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女 子

||1可立 競技得点

男 女 総 合 成 績

簑痴早‐,i 参加得点

0(皇野看争や

|‖ 貞fi 豪セitl:l.`11 順位 競衡早点 順位 競衡 旱点 得点合計 順位

1北海道

2青 森

3岩 手

4宮 城

5秋 田

6山 形

7福 島

8茨 城

9栃 木

10群 馬

11埼 玉

12千 葉

13東 京

141彰知||

15山 梨

16新 潟

17長 予

18富 山

19石 川

a福 井

21静 岡

2愛 知

8二 重

Z岐 阜

あ 滋 賀

8京 都

η 大 阪

器 兵 庫

"奈
良

∞ 本呵九上1

31鳥 取

2島 根

"岡
山

&広 島

5山 口

"香
川

『
徳 島

"愛
媛

"高
知

Ю 福 岡

41佐 賀

42長 崎

3熊 本

“

大 分

45宮 崎

46鹿児島

′ 沖 縄
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バ ドミントン競技 女子総合 (皇后杯得点)成績―覧表

＼卜 醐

淵 嵌

成 年 女 子 少 年 女 子 女 子 総 合 成 績 (皇 后 杯 得 点 )

順  位 競 技 得 点 順  位 競 技 得 点
競 技 得 点
合    計 参 加得点 得 点 合 計 順  位

1北海道

2青 森

3岩 手

4宮 城

5秋 田

6山 形

7福 島
8茨 城

9栃 木

10群 馬

11埼 玉

12千 葉

13東 京

141揚911

15山 梨

16新 潟

17長 野

18富 山

19石 川

a福 井

21静 岡

2愛 知

8二 重

Z岐 阜

あ 滋 賀

8京 都

η 大 阪

"兵
庫

"奈
良

鯖 ●奥山

31鳥 取

2島 根

田 岡 山

&広 島

5山 口

"香
川

舒 徳 島

"愛
媛

∞ 高 知

Ю 福 岡

41佐 賀

42長 崎

8熊 本

44大 分
6宮 崎
46鹿児島

47沖 縄
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過 去 の 成 績 覧 表

第 4回  昭和24年 東京都 東京 YMCA(個 人戦オープン)

第 5回 昭和25年 愛知県 白鴎小学校、東桜小学校 (総合優勝 神奈川県)

第 6回  昭和26年 広島県 広大東雲分校、同大附属小学校 (総合優勝 愛知県)

位 イ1[イ||llfi 位
種  別

日
本藤佐一般男子  単 東 京 広 田 敏 秀 東 京 藤 井 光 男毎道

{{

秀

　

男

敏

　

光

広

　

藤

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

一示東 北海道

田

井 十寸 15上

佐 藤   保岡   淳

一般男子  複

相 馬 万 吉
神 奈

愛 知 吉 沢 千 里 1神奈川 遠 藤 文 子」ビ
田一般女子  単 神 奈 とよ子

里
　
子

千
　

範

沢
　
藤

士
口　　　
雀̈‘

ｒ
ｌｌ′ヽ
―ＩＬ

知愛

{

田

　

藤

士
口　　　
聾
迅

ｒ

ｌ

く

Ｉ

Ｌ 文 子 中 村 た き

子■
ヘ

“
寸林・

―
「

神 奈
奈凸

亨
未

―

とよ子

種  別
―‘
Ｌ位 イ14

束 一宗

順  位

般 男 子

田

井

宮

田

田

藤

林

川

敏

光

淳

康

と

文

歌

と

秀

男

宏

久

子

子

子

子

鈴

綾

久

照

子

子

子

子

Ｌ
よ

み

広

藤

4ヽ

」1

岡

本日

イヽ

松

保

,「

俊

守

」ビ

水

堀

保

伊

,こ

小

荒

一
吉

次

道

淳

万

直

武

馬

谷

本

谷

江

田

田与

神奈川

愛  知

毎道
三

英

藤

上

西

林

佐

村

高

若

海 道

代

栄

子

子

絹

　

信

京

藤

藤

賀

岡

伊

安

佐

片

般 女 子  1神奈川

高 校 男 子

明
喬

実

一

道

弘

　

昂

松

井

井

岡

村

江

藤

ｒ
ｌＪ
く
―
ｌ
ｔ

男

雄

司

勇

光

成

健

川

辺

竹

ロ

石

渡

大

野

裕

二

一
大

周

健

卓

田

山

塚

中

石

神

大

島

北海道
奈出

Ｔ
う
↑愛  知

順  位
種  別 位位 位

男
　
雄

男

光

成

和

丼
　
辺

藤

渡

蟹

コ
ーー

生
ハ

愛

治

司

彦

忠

健

和

越

竹

野

玉

大

大

岐 阜

秀
　
明

久

敏

道

康

田
　
　
　
田

広

岡

」」

一示東般 男 子

般 女 子

悦 子

まさえ

八重子

原
　
田

登

貝

高

石  川

子
　
子

綾

久

江
　
田

伊与田 照 子

堀

保愛  知

代
　
子
　
子

絹

京

澄

藤

岡

原

伊

片

栗

北海道

高 校 男 子

治

勇
　
一

興

　

　

健

部
　
日
　
松

服
　
野

立

知愛

裕八郎

金太郎

正 則

藤

　

　

中

後

林

田

阜

直

夫
　
一

正

貞

秀江

東

西

諸

石  川 岐

-49-

一般女子  複



li瞑  ft 位 ft

実
敏
茂
朗

章
　
芳

井
宮
崎
藤

江
小
山
佐

裕
二
俊
郎三

周
英
豊

田
山
西
坂

石
神

葛

野

秀
明

一
雄

敏
道
昂
秀

田
　
井
原

広
岡
藤
吉

種  別

般 男 子 海 道山 梨 東  京

子
子
子
子根

綾
久
照
美

江
田
田
野

与

堀
保
伊
水

子
子
子

子

江知
成
京

京

田 中
中 谷
生之瀬
小野寺

え

子
子
絵

さ
　
重

ま
悦

入
衣

原
　
田
倉

員
登
高
米

一示東投  女 1 1石 川 愛  知

川

神奈川

石

形

末 一ふ高 校 男 子

新

関
内

伏

佐
五
斉
佐

倉

根

藤
島

藤
嵐

藤

藤

和
英

弾
光

照

弘
久

男

司

明

――――

子

子

子

明

諸
井
山
上

大

竜
藤
中

江
上
本

田

川
野

田
島

秀
晴

圭

良
美

光

一
大

三
稔

子
子
子
緑

望
倉

力
鈴

広

西
小

関

月
田
石
木

瀬

尾
原

文

一
　

隆

延
貞
美

一

雄
彦
潔
治

子

子
子

子
美

代
生
ュ

神 奈

|十

第 7回 昭和27年 宮城県 東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 8回 昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 9回  日召和29年 北海道 札幌市 (総合優勝 愛知県)

||ビi {立 位

司
三
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第 10回 昭和30年 神奈川県 神奈川県体育館、鶴見女高体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 |1回  昭和31年 兵庫県 神戸 YMCA、 生田中学 (総合優勝 岡山県)

第 12回  日召和32年 静岡県 富士市体育館、富士高講堂 (総合優勝 神奈川県)
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第 13回  日召和33年 富山県 高岡女高体育館、南星中体育館 (総合優勝 東京都 )

第 14回  昭和34年 東京都 足立区体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 15回 日召和35年 熊本県 菊池市体育館 (総合優勝 富山県)
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第 16回 昭和36年 秋田県 象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県)

第 17回 昭和37年 同山県 岡山県立倉敷青陵高校体育館 (総合優勝 東京都、富山県

第 18回 昭和38年 山口県 下関市体育館 (総合優勝 新潟県)
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第22回 昭和42年 埼玉県 越ケ谷市立体育館 (総合優勝 香川県)

第23回 昭和43年 福井県 福井県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県)

第24回 昭和44年 長崎県 諌早市体育館、県立諌早高校体育館 (総合優勝 新潟県)
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第25回  昭和45年 岩手県 釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県 )

第26回 昭和46年 和歌山県 湯浅中学校・耐久高校体育館 (総合優勝 新潟県)

第27回 昭和47年 太陽国体 鹿児島県 南高校体育館 (総合優勝 東京都 )
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第28回 昭和48年 若潮国体 千葉県立茂原高校体育館 (総合優勝 東京都 )

第29回 日召和49年 水 と緑の まこころ国体 蒼鳴計■ P省考籍写
育

露 (総合優勝 東京都)

第30回  昭和50年  たくましくあすをひらこうみえ国体二重県立松坂高校体育館(総合優勝 石川県)
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第31回 昭和51年 若楠国体
佐 賀 県 立 牛 澪 高 校 体 育 館

4卜

'言
=口

丁:工こ4■

'ヨ

E■■弓自ネ交 体 ,事 ,自 (総合優勝 石川県 )

第32回 昭和52年 あすなろ国体 青森県浪岡町民体育館 (総合優勝 青森県)

第33回  昭和53年 やまびこ国体 長野県塩尻市立体育館 (総合優勝 熊本県)
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第34回 昭和54年 日本のふるさと宮崎国体 宮崎西都市民体育館 (総合優勝 熊本県)

第35回 昭和55年 栃の葉国体 栃木県真岡市総合体育館 (総合優勝 富山県)

第36回 日召和56年 びわこ国体 滋賀県大津市皇子が丘公園体育館 (総合優勝 滋賀県)
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第43回 昭和63年 京都国体 長岡京市西山公園体育館 (総合優勝 大阪府 )
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第46回 平成 3年 石川国体 美川町総合スポーツセンター (総合優勝 石川県)

第47回 平成 4年 べにばな国体 新庄市体育館 (総合優勝 熊本県)

第48回 平成 5年 東四国国体 坂出市立体育館 (総合優勝 大阪府 )
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兄兄 技 上 の 注 意

本 大会 は 、財 団法 人 日本 バ ドミ ン トン協会 現 行 の競 技規 則 及 び大 会運 営規 定

によ り行 い ます 。

2.財 団 法 人 日本 バ ドミ ン トン協 会 公 認 の コ ー トマ ッ トを使 用 し ます 。

オーダー用紙 は、当該試合の開始時刻 30分 前に監督がオーダー交換所へ提

出 して下 さい。 く競技副委員長立ち会 いで交換 を行 います。 )

4.勝 敗 は 、 2点 先 取 方 式 と して 、勝 敗 決定 後 の残 りの試 合 は行 い ませ ん。

選 手・ 監 督 は 、試 合 開始 20分 前 に定 め られ た選 手集合 所 に集 合 して 、召集

委員 の確 認 を受 け 、指 示 に従 って 下 さ い。

但 し、現 に試 合 を継 続 して い る選 手・ 監 督 は 、試 合 が終 了 しだ い、選 手集

合所 に集 合 して 、召集 委 員 の確 認 を受 け指 示 に従 って下 さ い。

この場 合 、前 の試 合が 終 了 して 15分 後 に次 の試合 を開始 します 。

コー トヘ の入 退 場 につ いて は 、主審 の指 示 に従 って 下 さい。

ベ ンチ ヘ の入 場 後 の公 式練 習 は 、 当該試 合 の組 み合 わせ 若番 号 の チー ム か ら
と し、時 間 は 3分 間 と します 。

シャ トル は 、試 し打 ちが して あ ります ので選 択 は認 め ませ ん。

シャ トル交換 につ いて は 、主審 の指 示 を受 けて 下 さ い。

10.同 一選手 による連続試合の場合は、ウェアの着替えのみ認め ますが 、その場

合は必ず 主審 に申 し出て くだ さい。

Ｏ

υ

ｒ
Ｏ

」らヒ

試 合が 遅 れ て い る場 合 は、 コー トを並行 して試

尚 、 この とき第 2単 戦 に 同一選 手が 連続 して

が終 了 して 10分 後 に開始 します 。

行 う ことが あ ります 。

をす る場 合 、複 戦 の試 合

Ａ
）
　

　

”ｒ

（
０

11 を

合

合

試

12.試 合 時 間 な ど の 都 合 に よ リコ ー トを変 更 す る こ とが あ り ます 。

13.3位 決定 戦 は行 い ます 。

14.試 合 中 の コー ト内で 事故 が 生 じた場 合 、競 技 区城 内 に入 る ことを許 され るの

は 、通 常 、 医師 の他 、必 要 と認 め られ る競 技 役員 に限 られ て い ます 。

15.競 技 に際 しては、必ず背面中央 に都道府県名 を明示 して下 さい。

16.水 分補給 はチ ェンジエ ン トの時のみ とします。

17.そ の他 、競技実施要項 を遵守 して下 さい。

―-72-

9.フ ァイナルゲーム 前のイ ンターバ ルは 5分 以内 としますが、競技 区域及びペ

ンチを離れ る場合で も、 1分 前には必ず コー ト内で待機 して下さい。



審 判 上 の注 意

審 判 員 は 、財 団法 人 日本バ ドミ ン トン協 会 現 行 の競技 規 則 及 び公 認 審 判 員規

定 にの っ と り厳 正 に競技 を運 営 します 。審 判 員 の判 定 は 、そ の審 判 員 の責任

とす る事実 に関 して最 終 の もので あ る事 を認 識 して お いて 下 さい。

特 に競技 規 則 の第 11条 (サ ー ビス )、 第 15条 (フ ォル ト)、 第 18条 (プ レ

ー の継 続 、不 品行 な振 る舞 い、 罰則 )に つ いて は厳 正 に判 定 します 。

プ レー ヤ ー は 、 どんな事 が あ って も体 力や 息 切れ を回復 で き る よ うに、或 い

は 、助 言 を受 け られ るよ うにブ レー を中断 して はな らな い。

ラケ ッ トの破 損 、 ス トリング切 れ等 のた め ラケ ッ トを交換 す る場 合 は 、 又は

靴 の経 の締 め替 え等 は、主審 の 許 可 を得 な けれ ば な らな い。

試 合 中プ レー ヤ ー が 汗 拭 きの た め コー トを離 れ る場 合 は 、 主審 の許 可を得 な

けれ ば な らな い。

監 督・ 選 手等 か らプ レー 中の選 手 に対 して 、指 示や 助 言を させ て はな らな い。

ウエス トの位置 をはっき りさせ るため、上衣の裾は必ず下衣の中に入れ させ

な ければな らない。

規 則 第 18条 第 8項 を適 用 す る場 合 、主審 は違 反 したサ イ ドに黄 色 の カー ド

を示 し警 告す る。 1度 警 告 を受 けた後 、再 び 違 反 した場 合 はそ のサ イ ドをフ

ォル トとす る。

日に余 る不 品行 な振 る舞 い を した り、 又 はそ れ らを続 けた場 合 には、そ の違

反 したサ イ ドをフ ォル トと し、直 ち に審 判 長 に報告 す る。審 判長 は競 技 委員

長 と協 議 しそ のサ イ ドを失格 させ る こ とが で き る。

9.審 判 員 の判 定 に対 して疑 間 の あ る場合 は、 該 当プ レー ヤ ー と監督 に限 り主審

に質 問す る ことが 認 め られ る。 た だ し抗 議 或 い は異 議で あ って はな らな い。

10.す べ て の 試 合 の 第 2ゲ ー ム と第 3ゲ ー ム の 間 に 5分 を超 え な い イ ン タ ー バ ル

を 認 め る 。
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1 1 イ ンプ レー で 、プ レー ヤ ーが ラケ ッ ト又 は 身体 で 、 ネ ッ トの下 か ら、相 手 コ
ー トを侵 し、著 し く相 手 を妨害 した り、相 手 の注 意 をそ ら した ときは フ ォル
トです 。 注意 して 下 さ い。

12.イ ンプ レーで 、 シャ トル が プ レー ヤ ー の ラケ ッ トに触 れ て 、そ のプ レー ヤ ー
の コー ト後 方 に向 か った とき は フ ォル トで す 。 注 意 して 下 さ い。

13.水 分 補給 は チ ェ ン ジエ ン ドの時 のみ 認 め る。
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(財)日 本体育協会・文部省・都道府県本部宿舎一覧表

債力日本体育協会・文部省宿舎

都道府県本部宿舎

団 体 名 宿 ィ全、 名 所   在   地 電 話番 号

団 日本体育協会 リーガ ロイヤルホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

文  部  省 ホテルニューオータニ大阪 大阪市中央区城見 1-4-1 06-941-1111

oヽ 都道府 県名 宿  舎  名 所   在   地 電 話番 号

北 海 道 リーガロイヤル ホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

青 森 県 新 阪 急 ホ テ ル 大阪市北区芝田 1-1-35 06-372-5101

岩 手 県 ホ テ ル プ ラ ザ 大阪市北区大淀南 2-2-49 06-453-1111

宮 城 県 リーガ ロイヤルホテル 06-448-1121

秋 田 県 新 阪 急 ホ テ ル 大阪市北区芝田 1-1-35 06-372-5101

山 形 県 帝 国 ホ テ ル 大 阪 大阪市北区天満橋 1大阪アメニティパーク 06-881-llll

福 島 県 大 阪 ヒ ル ト ン 大阪市北区梅田 1-8-8 06-347-7111

茨 城 県 ウェスティンホテル大阪 大阪市北区大淀中 1-1-20 06-440-1111

栃 木 県 リーガロイヤルホテル 大阪市北区中之島5-3-68 06-448-1121

10 群 馬 県 ウェスティンホテル大阪 大阪市北区大淀中 l― l-20 06-440-llll

ll 埼 玉 県 リーガロイヤル ホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

12 千 葉 県 リーガロイヤルホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121
13 東 京 都 リーガ ロイヤルホテル 大阪市北区中之島 5-3-68
14 神 奈 川 県 リーガ ロイヤル ホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

15 山 梨 県 帝 国 ホ テ ル 大 阪 大阪市北区天満橋 l大阪アメニティパーク 06-881-1111

16 新 潟 県 新阪急ホテルアネックス 大阪市北区芝田 1-8-1 06-372-5101

17 長 野 県 リーガロイヤルホテル 大阪市北区中之島5-3-68 06-448-1121

18 富 山 県 ― リーガロイヤルホテル 大阪市北区中之島5-3-68 06-448-1121

19 石 り|1 県 ウェスティンホテル大阪 大阪市北区大淀中 1-1-20 06-440-1111

20 福 井 県 ウェスティンホテル大阪 大阪市北区大淀中 l-1-20 06-440-1111

21 静 岡 県 リーガロイヤルホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

22 愛 知 県 山 西 福 祉 記 念 会 館 大阪市北区神山町11-12 06-315-1868

23 二 重 県 帝 国 ホ テ ル 大 阪 大阪市北区天満橋 1大阪アメニティパーク 06-881-1111

24 岐 阜 県 新阪急ホテルアネックス 大阪市北区芝田 1-8-l 06-372-5101

25 滋 賀 県 ウェスティンホテル大阪 大阪市北区大淀中 1-1-20 06-440-1111

26 京 都 府 リーガ ロイヤル ホテル 大阪市北区中之島5-3-68 06-448-1121

27 大 阪 府 リーガ ロイヤルホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

28 兵 庫 県 リーガロイヤルホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

29 奈 良 県 ウェスティンホテル大阪 大阪市北区大淀中 1-1-20 06-440-llll

30 和 歌 山 県 リーガ ロイヤルホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-l121

31 鳥 取 県 帝 国 ホ テ ル 大 阪 大阪市北区天満橋 1大阪アメニティパーク 06-881-1111

32 島 根 県 帝 国 ホ テ ル 大 阪 大阪市北区天満橋 1大阪アメニティパーク 06-381-1111

33 岡 山 県 新阪急ホテルアネックス 大阪市北区芝田 1-8-1 06-372-5101

34 広 島 県 リーガ ロイヤルホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

35 山 口 県 )< W. x tv | > 大阪市北区梅田 1-8-8
36 香 り|1 県 ホ テ ル プ ラ ザ 大阪市北区大淀南 2-2-49 06-453-1111

37 徳 島 県 大 阪 ヒ ル ト ン 大阪市北区梅田 1-8-8 06-347-71ll

愛 媛 県 ホ テ ル プ ラ ザ 大阪市北区大淀南 2-2-49 06-453-11ll

39 高 知 県 ホテル阪急インターナショナル 大阪市北区茶屋町19-19 06-377-2100

40 福 岡 県 リーガ ロイヤル ホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

41 佐 賀 県 ホ テ ル プ ラ ザ 大阪市北区大淀南 2-2-49 06-453-l111

42 長 1奇 県 リーガロイヤルホテル 大阪市北区中之島5-3-68 06-448-l121

43 熊 本 県 リーガ ロイヤル ホテル 大阪市北区中之島5-3-68 06-448-1121

44 大 分 県 リーガロイヤルホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

45 宮 崎 県 リーガロイヤルホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

46 鹿 児 島 県 リーガ ロイヤルホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

47 沖 縄 県 リーガロイヤル ホテル 大阪市北区中之島 5-3-68 06-448-1121

-74-

大阪市北区中之島 5-3-68

06-448-1121

06-347-7111
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宿 合 番 号

35001

宿  舎  名

福 寿 山 魚 捨 0720-76-1203大東市野崎2-6-1

所  在  地 電 話 番 号

競 技 役 員 宿 舎

選 手 宿 舎
宿 舎 名

ホ テ ル 阪 神

新 阪 急 ホ テ ル

宿舎番号 電 話 番 号

06-344-166199007 大阪市梅田2-3-30

06-372-510199015 大阪市芝田1-1-35

所  在  地

出場全都道府県

全 都 道 府 県

都 道 府 県

成年男子

少年男子

種 別

【ふれ愛ステイ】 (民泊) (市外局番 0720)

都 道 府 県

北 海 道 成年女子

少年女子

成年女子青 森 県

少年女子

秋 田 県 成年女子

少年女子福 島 県

成年女子茨 城 県

少年女了11 埼 玉 県

13 東 京 都 成年女子

少年女子

l

5

種 別 宿舎番号 電 話 番 号

70-707035918 大東市南新田1-3-13

70-707035918 大束市南新田1-3-13

76-850435901 人束市北楠の里町14-23

35902 人束市北新町20-10 76-1031

71-1300大束市扇町7-10

73-030335921 人束市大東町4-1

35904 人束市野崎3-5-12 76-8014

72-007235906 人束市寺川4-1-32

71-164435935 大束市新田本町13-36

72-749835934 人束市諸福1-9-54

宿 舎 名 所  在  地

浅野  毅

浅野  毅

瀬戸回 勉

谷村 憲之

大束  弘

岡本 国出士

向井 恒太郎

岩本 静江

橋本 郁子

橋本  稔

-75-
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宿 舎 名

新木 忠 1:

中川 辰男

古村 茂雄

野口  貢

衣田 庚太郎

寺岡 優二

植田 善孝

西  敏之

宿合番号 所  在  地 電 話 番 号

35913 人東市中垣内5-2-8 71-8431

35911 大東市中垣内2-16-29 73-4488

35912 人束市中垣内3-4-6 71-6214

35915 人束市平野屋1-7-27 74-7350

35909 大束市寺川5-17-68 73-7517

35926 74-3058

35914 人東市平野屋1-7-1 72-7657

35932 大束市朋来2-5-41 70-7282

新木 忠十 35913 71-8431

白井 郭子 35927 大東市赤井2-4-27 72-4518

丸橋 正嗣 35908 大束市寺川5-2-18 72-0029

35910 大束市中垣内1294-3 72-0240

宮崎 恵子 35928 大束市川中新町4-505 72-8195

品川 やえ子 35922 大束市大東町9-7 73-8330

永田  崇 35933 大束市太子田2-14-17 73-4108

赤松  等 35916 大束市泉町1-3-51 72-2454

北村  収 35923 大束市氷野1-11-15 72-1313

守屋 壽文 35930 大束市灰塚1-2-4 71-5820

和田 国雄 35925 大束市谷川1-6-14 71-0298

濱田  功 35905 大東市寺川3-1-39 72-0012

南野 静子 35924 人束市緑が丘2-16-16 71-2705

35917安川 良夫 大束市南新田1-1-13 72-0590

種 別都 道 府 県

成年女子16 新 潟 県

18 富 山 県 成年女子

少年女子

少年女子石 川 県19

少年女子22 愛 知 県

24 岐 阜 県 成年女子

25 滋 賀 県 少年女子

27 大 阪 府 成年女子

少年女子

兵 庫 県 成年女子

奈 良 県 成年女子

少年女子

32 島 根 県 成年女子

少年女子岡 山 県

広 島 県 成年女子

少年女子山 口 県35

香 川 県 成年女子36

少年女子

成年女子福 岡 県40

少年女子

成年女子熊 本 県

少年女子人 分 県44

28

０
０

43

-76-

大束市浜町4-25

大束市中垣内5-2-8

谷口  汎



(1)シ ャ ト ノヾ ス

JR住道駅 市民体育館 (競技会場)

輸 送 計 画 に つ い て

i』菫

勁

悲
(2)お 、

◎ 諸福
れ 愛 ス テ イ 輸
コース

諸福
1麟

０

４

ニ

ｒ
ｎ
）
一
↑

◎

灰塚 扇町

新 田 ″トリ| 市役所前
l麟

市民体育館 (競技会場 )

コ

ー

´ス

勁
↑
町
↑

ス灰 塚

ス大東町

川中新町 南新田
1堕

市民体育館 (競技会場)

●

“

ニ

に
ヽ
υ
一　
↑

◎

大東町 緑が丘

４

“
ニ

Ａ
Ｕ
二

↑ 市民体育館 (競技会場)

ス

北新町 野崎
1麟

市民体育館 (競技会場)

◎ 平野屋

平野屋

~1-

動
ス

市民体育館 (競技会場〉

暫

町

生歩5分

仕歩1分

〔第4練習会場 (四條畷学園)は公共交通機関を利用〕

O JR四 条畷駅より徒歩 2分

輸 送 交 通 に つ い て

計画輸送時刻表 10月 26日 (日)競技1日目
(■ )シ ャ ト ル ノヾス 時 刻 :コ更

第 1練習会場 〈大阪産業大学)

市民体育館 (競技会場) 第 2練習会場 (野崎高等学校)

第 3練習会場 (四 条 中学校 )

JR住道駅 《発》 市民体育館 (鼓鵠 )

時 う)

5時

6時

9時

10時
ll時

12時

13時

14時

15時
16時
17時

18時

19時

30    40

oo    10    20    30 35 40 45 50 55

00 05 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55

00    10    20    30    40    50

00
，

υ

00
，

０

00 30

00 30

00 30

30

30

30

45

05 40 45     55

05

25

30

市民体育館職 鵠)《発》 JR住道駅

時 分

5時

6時

7「子

00 05 35 40 45 50 55

00 05 10 15 20 25 30 35    45 50

00    10    20    30

00 ０
０ヽ

00
つ
０

00
つ
０

00
０
０

00
，

０

00 30

00 30

00 30

00 20 40

00       15 20    30    40

00    10    20    30    40

8時

9時

10時
11時
12時

13時

14時

15時
16時
17時

18時

19時

-77-
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時

一時

一
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一
８

一

一
〇０
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〇０

一
〇０

一
〇０

一
　

一



(2)ふ れ 愛 ス テ イ 輸 送 コ ー ス

※ 循環バス輸送については、競技等の進行状況により変更があります。

霧牙
コ~ス循環バス  (帰り)

灰  塚

7:00

12:00

扇  町

7:10

川申麟町 南新田 菫技会暑

7:15 7:20 7:30

12:10 12:15 12:20

13:50

12:30

13:30 13:45 14:00

新 田

7:05 7:15 7:20 7:30

赤 井 市役所首

諦行
コース循環バス (午驚ち〉

菫技会場 菫技会場

諸 '福 コ ー ス タ舌ヨ風バ ス
〈行き〉

(午 後 )
〈帰 り)

大 東 田丁 コ ー ス 循 環 ノヾス
〈行き〉          〈帰り〉

13:25 13:35 13:40

大東町 緑が丘 菫技会場

7:00

12:10

7:10 7:20

12:3012:20

13:5013:40 14:00

菫技会‐場

」ヒ新 田丁コ ー ス 循 環 ノヾ_ス
て行ぎメ ~       〈帰り〉

董克七支 イ

`を

F乳

宿 4、 競 技 会 場

6:30 6:40

6:35 6:45

競 技 会 場 宿 Zし

19:00 19:10

19:10 19:20

北新町 菫枝会場

7:00 7:10 7:20

12:10 12:20 12:30

13:50 14:00

野  崎 野 崎 北新町

9:30 9:40 9:50

14:30 14:40 14:50

16:00 16:10 16:20

17:30 17:40 17:50

19:00 19:10 19:20

菫技会場

菫技会場 南新田 川中II 扇  町 灰  塚

9:30 9:40 9:45 9:50 10:00

14:30 14:40 14:45 14:50 15:00

16:00 16:10 16:15 16:20 16:30

17:30 17:40 17:45 17:50 18:00

19:00 19:10 19:15 19:20 19:30

市役所首 赤 井 新 田 諸 福

9:30 9:40 9:45 9:55 10:00

諸  福 新 田 赤 井

11:55 12:05

市役所首 平野屋 菫技会場 菫技会
=

9:30

14:30

16:00

17:30

平野屋 市役所首 赤 井 新  田 諸 福

11:50

7:10 7120 9:40

12:10 12:20 12:30 14:40 14:50 14:55 15:05 15:10

13:20 13:50 14:00 16:10 16:20 16:25 16:35 16:40

17:40 17:50 17:55 18:05 18:10

19:00 19:10 19:20 19:25 19:35 19:40

緑が丘 大東町

9:30 9:40 9:50

14:30 14:40 14:50

16:00 16:10 16:20

17:30 17:40 17:50

19:00 19:10 19:20

13:40

-78-
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計画輸送時刻表 10月 27日 (月 ) 競技2日目
(■ )シ ャ ト リレノヾス 時 刻 表

JR住道駅 《発》 市民体育館 (敵会1)

時
ヽ
リ

′
′

6時

7時

30    40

00    10 15 20    30    40 45 50

8時 00    10 15 20    30    40 45 50

00 30

00 30

00 30

00 30

00 30

00 30

9時

10時
11時

12時
13時
14‖寺

15時
16時 30 45

15    25 4517時
18時 05 25 40 55

19時
20時

05 25

諸 福 新 田 平野屋

9:50 9:55 10:20

11:20 11:50

嬌牙 コ~ス彼環バス
〈帰り〉

灰  塚

10:00

11:30

川中111 南新田 菫技会場

10:10 10:15 10:20 10:30

11:50 12:00

扇  町

11:40

■ヒ新 田丁コ ー ヌ 、循 興 ′ヾ ス́
(行き,         (帰 り ,

北新町 野  崎 饉技会l 菫技会場 野  崎 北新町

10:10 10:20 15:30 15:40 15:50

11:40 12:00 17:00 17:10 17:2011:50

大 東 田丁 コ ー ス 循 環 ′ヾ ス
(行き〉          (帰 り)

(2)ふ れ 愛 ス テ イ 輸 送 コ ー ス

※ 循環バス輸送については、競技等の進行状況により変更があります。

諸 福 こコ ー ス 循 環 バ ス         ………
〈行ぎ〉                    〈帰 り〉

新 田

大東町

10:10

菫接会l

10:30

11:40 11:50 12:00

緑が 丘 菫技全: 緑が丘 大東町

15:30 15:40 15:50

17:00 17:10 17:20

15:30

17:00

南新田菫技会1 川中断町 扇  町 灰  塚

15:30 15:40 15:45 15:50 16:00

17:00 17:10 17:15 17:20

童尭七芝 イメ疑 _岸議

競 技 会 場 宿   舎

18:30 18:40
18:45 18:55

市民体育館 (饉会1)《発》 JR住道駅

‖キ 分

6時

7時 20 25 40 50

208時

9時

10時 00

11時 00

12時 00

00

00

13時
14時

16時 00

00 20 4017時
18時 00 15       30    40    50

19時

0020時

平野屋 市役所由 赤 井 諸 福菫技会‐1 菫技会:赤 井 市役所首

15:50 15:55 16:05 16:1010:10 10:3010:05

12:00 17:20 17:25 17:35 17:4011:35 11:4011:25

宿   舎 競 技 会 場

8:00 8:10
8:05 8:15

10:20

-79-

00 30

17:10

11:45

00       15       30    40

15時

15:40

17:30

10:30



計画輸送時刻表 10月 28日 (火) 競技3日 目
〈■)シ ャ ト ル ノヾス 時 刻 :ヨ義

JR住道駅 《発》 市民体育館 (雛会場)

時 分

6時 30    40

00 20    30    40    50

00    10 15 20    30    40    50

00    10    20    30

00 30

00 30

00 30

00 30

00 30 35    45

00 15 40 45    55

7時

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

諸  福 新 田 赤  井 籠技会場

(2)ふ れ 愛 ス テ イ 輸 送 コ ー ス

※ 循環バス輸送については、競技等の進行状況により変更があります。

諸 ネ覆ヨニコー タス.夕首り景バ ラく
(行 き〉                     (帰 り〉

7:35 7:40 7:50

」ヒ新 田丁 コ ー Jく 循 環 バ Jく
(行き〉

8:00 14:00

0最 り)

螢tt会 場 野  崎

14:00 14:10

市役所首 赤 井 新  田

14:20 14:25 14:35

灰 川中断町 南新田

〈帰 り)

菫技会
=

姜技会理 南新田

7:50 8:00 14:00

灰  塚

14:10 14:20 14:30

塚

ｎ
ｖ

”
■

７
１

０
０ 7

_|

責克主支イ

`芝

fミ

競 技 会 場 宿 仝
ロ

15:30

15:45

15:40

15:50

市民体育館〈鼓会場)《発》 JR住道駅

‖,テ 分

6時

10    20

10 40    50

00

00

00 30

00

00 15 30 45

00 15 30 45

7時

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

平野屋 黄技会場 平野屋

14:107:257:20

扇  町

競 技 会 場

8:40

8:458:35

宿   舎

8:30

-80-
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(■ )シ ャ ト ル ノヾス 時 刻 :ヨ載

JR住道駅 《発》 市民体育館 (鼓銭 )

時 分

6時

7時

30

20 40

8時 o0    10    20    30    40    50

oo    10    20    30 45

00

00

00

00

55

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

10 25

諸 福

6:00

7:20 7:25

計画輸送時刻表 10月 29日 (水) 競技4日目

浸浮蓼
町コース循環バス

(2)ふ オ■晏暑ス テ イ 輸 i差 コ ー ス

※ 循環バス輸送については、競技等の進行状況により変更があります。

諸 福 コ ー ス タ首蓼露バ ラ́く
〈行き〉                     〈帰り)

大東町 緑が丘 野  崎 菫技会1

6:20

7:50

6:30

8:00

6:15

7:15 7:40

平野屋

15:10

(帰 り)

菫技会l 野 崎 緑が丘

15:10

大東町 北新町

15:5015:00 15:20 15:30

(帰 り)

菫技会
=

川中嬌町

15:00

諸 福

15:40

嬌ξ
コ~ス循環バス

灰  塚 扇  町 川中晰町 菫技会場

6:00 6:10 6:15 6:20 6:30

7:30 7:40 7:45
Ｃ

Ｊ 8:00

南新 |‖

克克七支 イ受 1歩ミ

宿   舎 競 技 会 場

8:30 8:40
8:35 8:45

市民体育館 (鼓鶴)《発》 ― ● JIく 住道駅

‖i 分

6時

7時

10    20    30    40    50

00       15       30

35

35

35

30 45

00 40

00

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

赤 井 新 田平野屋

15:25 15:356:20

菫技会1

6:30

電技会1

15:006:15

7:35

6:05 6:10

新 田 赤 井

7:50 8:007:40

灰 塚

15:15

南新田

15:10 15:20 15:30
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医 療 救 護 ヤク」 つ い て

■ 傷病者が発生した場合

会場

会場に救護所を設置し、医師、看護婦及び係員を配置していますので申し出て

い。

、重傷患者については、救急車で医療機関に移送いたします。この場合、必ず

監督等関係者の添乗をお願いいた します。

(2)宿  舎

宿舎に申し出て ください。その場合、必要に応じて医療機関を紹介いたします。

救急車で医療機関に移送する場合は、必ず監督等関係者の添乗をお願いいた します。

2.治療の受け方

救護所では、応急処置及び軽易な手当を行います。重傷患者については、医療機関

に移送 しますが、医療機関で治療を受けるときは、保険証を提示するとともに救護係

員の発行する「受診依頼書」を医療機関へ提出してください。

3.治療費の負担について

(1)救護所及び救急車において要した費用を除く医療費は、すべて受診者負担になりま

す。

(2)医療機関に保険証を提示しないで受診した場合は、医療費の全額が受診者の負担に

なりますので、必ず保険証をご持参ください。

優三 〕時こ オ幾 雇喝 覧 表

【救急指定】 (市 外局番 0720)

医 療 機 関 名 診 療 科 目 電 話 番 号

野  崎 ・ 病  院

内・外・ 整外・婦人・

皮膚・ 泌尿・放射線・

ヂ里
′
喘曇。人I透析

大東市

深野 3-1-1 74-1641

70-0200

75-0100

大 東 中 央 病 院

内・ 外 。整外・脳外・

皮膚・泌尿

大東市

大野 2-1-11

聖 友 病 院

内・ 外・ 整外・ 脳外・

循 環・ 消 化 ・ 呼 吸・

理学

大東市

諸福 8-2-22

内・外・ 整外・脳外・

皮膚・泌尿

四條畷市

江瀬美 26-7畷生会脳神経外科病院

-82-

76-0099

所  在  地
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名 称 電話番号 FAX 設置期間

大

(国

市

事

役 所

局 )体 務

0720-72-2181

〈内線 2171)
0720-72-8080 常    設

【競技会場】

【案内所】

【練習会場】

※ 10月 25日 (士):総合開会式のため練習会場は、すべて閉鎖いた します。

会  場  名 名  称 電話番号 FAX 設置期間

人東市立市民体育館 実 施 本 部 0720-70-7388 0720-70-7388 10/26´ヽ́10/29

0720-74-8370 0720-74-8371 10/26～ 10/29

10/26～ 10/29

受 付 案 内 所 1 010-42-49821 10/26～ 10/29

報 道 員 室 0720-74-8373 0720-74-8373 10/26～ 10/29

″
イコ 称 電話番号 FAX 設置期間

J R住 道 駅 案 内 所 1 010-42-48489 10/22´ヽ́10/29

△
7ヽ 場 名 電話番号 FAX 設置期間

第 1会場 大 阪 産 業 大 学 鵬|()20-65-00209 10/2〔〕～10/29

第 2会場 野 崎 高 等 学 校 夕 020-65-00224 10/23～10/28

第 3会場 四  条  中 学  校
= 020-65-00231

10/23～ 10/29

1 020-65-00234 10/23´ ′ヽ10/28

-83-

東

記 録 本 部

競 技 本 部 0720-74-8372

第 4会場 四條 畷 学 園 高等 学校
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会場地市町村と実施競技

正 式 腱 技

公 闊 贖 技

デモスポ行事

36競技

3餞技

22日 :目

池田市

吹田市

ヽ 印

・K印
デモスポ行事

公開競技

夏季大会 〈平成 9年 9月 13日 (土)～ 9月 16日 (人))
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秋季大会 (平成 9年 10月 25日 (土)～ 10月 30日 (本))
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字園創立 70周年

大学院工学研究科
(博士前期課程)機械工学専攻・土木工学専攻・

電気電子工学専攻・情報システムエ学専攻・

環境デザイン専攻
(博士後期課程)生産システムエ学専攻・環境開発工学専攻

経 営 学 部  経営学科 流通学科

経 済 学 部 経済学科

工学部I部 堂梁三革]|:薯景警撃玉専||

情報システムエ学科・環境デザイン学科

II学:部Ⅱ部  機械工学科・交通機械工学科

※準学士編入学制度、社会人、帰国生徒入学試験等あり

大阪産業大学短期大学部 自動車工業科

大阪産業大学
大阪府大東市中垣内 3-1-l TEL.0720-75-3001
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学校法人四 條 畷 学 園
～CREATE THE NEXT STAGE～

次代 を育 てる人 間教 育
・個性の尊重

・明朗 と自主

・実行から学べ

Gladly Learn Cladly Live
l几1峰畷 は 、 大阪 は もち ろ ん 、 ,I都、 奈良 に も近 い、 大 変

忠 まれ た 場 所 に あ ります 。 私 辻 は こ こ で 、 あ な た の 無 限 の

1可 能 性 を広 け る た め に 、 様 々な 設 備 、 施 設 を充 実 させ 、 効

率 よ く、 '来 し く・Iべ る体 イli」 を 1各 え て tヽ ます 。 幼 不能1菫|か ら1豆

1'1大 学 まで 、 一貫 した教 育
'|!念

に 基 づ tヽ て 、あなたのVisiOn
(未 米 像 )の 実 現 をバ ンクア ツフ し ます 。

t ７
１
１
１

◆ 国際教育 (高校)

INTERNAT10NAL
EDUCAT10N

“′|:き た共語"の 習il;を ilし て、 ,'〔 の ll:1際 人を育よ」tす る

ことをめさしています。夏休みを利用したオース トラ

|,ア ′ヽの 3′」|||卜 ,:li学 f'「 修のためのホームステイ、異

文化理解のためク)フ ァームステイのほか、
`ll夕

外か らの

1+■′
1:の 受け入れな ども実′′tし ています。

四 條 畷 学 園

四條 畷 学 園

四條 畷 学 園

四條 畷 学 園

四 條 畷 学 園
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高 等 学 校 (好 )

女 子 短 期 大 学 (女 子)

〒574大阪府大東市学園町 6番 45号

T E L 0720(76)1321(代  F A X 0720(76)4515
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引越をお考えなら
この顔を思い出してください。

0藤子プロ■
1ヽ学13・ テレビ0日

＼ご予算、ご都合で選べるお引越コース。/
おまかせバック|よ 1選べておトク」なお客さまがつくるお引越プラン。できるだけおトクに済ませたい方はもちろん、荷造りなど―切まか

せたいというこ要望にも、きめ細かく打ち合わせさせていただき、それぞれのこ家庭にびったりのお引越をコーディネートいたします。
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場
合

（
税
別

）

セッティング ■1=き    エフロンサービス

i画面10120・0123・33
アート引越センター

アートコーボレーシヨン株式会社

0:23
′

"0

Arl 4,grtr.

頭に]」面 ヽ
「
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■
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口
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セッテイング

おまかせ
選べておトク

セッティング

:薇 幸・  ● ■場ダ●

卜 … ・ 咀期
ムービング
スタッフ

「 ,両・ 留・ 9・匹4g
セッティング

Ｆ
ア

●

キ
○ 銹・

{麒', + ●

セッティング   ●
"き

「
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「
′‐二十調両・ プ・ 0・ ●

セツテイング  Iフロンサービス

スタンダード
コース

荷造り
コース

お掃除
コース

電話してね
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お近くのシャロンで会いましょう。

阪  奈  店
東大阪市善根寺町 4丁目12‐20
TEL.0729‐ 84-5271

第 2阪奈 店
大東市中垣内6丁目219‐ 4
TEL.0720-71‐ 9149

大 東 赤 丼 店
大東市赤丼9丁目89‐3
TEL.0720‐71‐ 8177

ボ
リ
ュ
ー
ム
漏
点
″

シ
ャ
ロ
ン
自
慢
の
肉
料
理
。

【第2阪豪店て13焼肉七営彙いたしております。l

◆ご予約、お問い合わせはお気軽に下記シャロンまでどうぞ。各種宴会受付中!

Ｎ④
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◆ ◆
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第2阪奈店
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IN'TT
マルチメディアは世界をむすぶ

■■■

■騒■■
■■■Z
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口 ■
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■■N■

■■■■

‐

■■‐

白銀の世界を舞台に人間の限界に挑戦する熱い冬、

1998年 2月 NAGANO.

そこにあふれるのは言葉や文化の違いを選えた、喜びと喝釆

その熱い感動の輸は、世界へ、そしてあなたへ
.

www.ntt.co.ip/olympic/
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NTTは、デジタルネットワ…クでオリンピックに参加します。

人 から人へ 、心 から心 へ ‐

HUMAN COMMUNiCAT:ON
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親愛なる日本の皆様へ。
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私は、中束のある油田に勤める男です。

a

6Jpび 彎メニLメリ戸「JI●|力 i

私たちの油田の原油から生まれた

●L● Oi
ザ

●●

Ｊ
ｏ
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曰」 出 出 ト 角雇

●
Ｌ
「0 ● ●● 0

コスモ石油のハイオクガソリン「スーパーマグナム」は、なにしろ走りの質が違うし、

● Ur9ir bi} dro ;F 4Jt,
きれいに燃えるからエンジンにも環境にもやさしい。

erf.o.U ,,;ii ol.ri *br{-
●れJI“L"嗅′Lも ljL“ じ|ルし

ベンをとった次第です。

.`麟Lし |"‐
l    ・  イ・ イ ◆ 響みなさま、ぜひお試しください。

コa―′暫―、Pグ ,==
コ スモ ハ イオ ク ガ ソ リン

コスモ石油株式会社 堺製油所
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大阪府堺市栞港新町3-16〒 592●0722-45-8551

日コスモ石油

●

ということ力f,:い たくて



株式会社

ё 樋 日 組
代表取締役 樋 口 吾 ―

大阪府大東市龍間 308-20

TEL

FAX

0720(69)o121(代
)

0720(69)o141

都会では も う会 えない と思っていた

ホ刀レ阪 奈 で出会 えます

伏
ブ ヽヽヽ

ヽ
、

`,さ

「
―
―

HANNA
―

 _曇 ― 大 ホール (5008収 容 )

ホ刀 レ阪 余 ]翻|::9嬌)'群鶏
大東市竜問266番地8 TEL0720-69-Oi01 FAX0720-59-0105

大東市竜問266番地8 TEL0720-69-0181 FAX0720-69-0190

大東市竜問308番地 l TEL0720-69-0171 FAX 0720-69-0070

自然湧出の天然温泉 大阪平野を一望に

阪奈カントリークラフ

ホ テ ル 阪   奈

スポーツヒルズ大阪

〒574

〒574

〒574
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豊かな人間環境を創造する
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維持するには、体脂肪をエネルギーに変ぇる必要があります。エネルゲンは、

その働 きをたすける3つ の成分、果糖・クエン酸・アルギニンを含んでヽ`ます。

勝利の陰に、持久力。(エ ネルゲン) ′ヽウダー628Kll用 )・ 1.52・ 340ml

あ な た をサ ポ ー トす る NLTRACEし TICヽ LSの 大 塚 製 薬 か ら
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平成8年4月、大東市に初のパドミントン・硬式テニス・ソフトテニス専門店がオープンした。

その名は「テニスショップ オーレ 大東店』だ。

本店は奈良市で20年の歴史をもつ本格的専門店である。

豊富な知識とサービスをユーザーに提供し、最も信頼されている数少ない専門店である。

的ラケツトシヨ ツ ヽ り

“

′

スショップ ＼

その特徴は? 1、 ガット張り

ー

″′

口
　

‐

一
ヽ

2、 品 揃 え

●常に最新費種を取り

そろえ、プランド・アイテ

ム薇も充実しております。

く取扱プランド〉

ヨネックス、ミズノ、プリ

ンス、プリヂストン、プロ

ケネックス、ウィルソン、

ヤマハ、ダンロップ、など

3、価格

●コンピュータ内蔵のマシンを用い、

常にユーザーが演足する仕上がりをお約束いたします。

●張りの硬さを数儀化し、管理しているので

安心してお任せ下さい。

●'96テニスのフレンチオープンの

ストリンガーをつとめた実績があります。

●まず一度、

ご来店下さい。

納得価格で

ご提供いたします。

JR学研●市● 住邁駅
0

____口 Eコ
ズミヤ

八
ロ

ヘ

枚方ヘ

ダイエー(ネップス)

赤丼交差点 隕菫菫路

つば八
●

フレンドリー

0

|

l

匡===

ケンタッキー

●

テ
=ス

ショップ

オ“レ

●
工将■

7=7Y=y) t-V
大東市赤井1丁目10-8(リ バーサイド赤井lF)

TELE(0720)70‐9093

TEL.(0742)26‐6868

ヽ

L● 1

大 東 店

奈 良 店 近鉄奈良駅西出口
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おおさか ふれ愛 夢づくり

なみはや国体

術看板・標識・展示・広告企画

TEL大 阪(976)4545代

美

-94-

参加選手皆様のご健闘を祈ります

ネギ。お昭 異 壼



Ｅ
Ｉ
・　

１
〓

　

日
Ｊ

Ｆ

Ｆ

一

ト
ニ
ー
ー
ー

１

●

〓

こ

_「
゛
ヽ
イ

‥
ｌ
‘

、
、
‘

ヽ
日
′
Ｆ

●
■
●
】

Ｉ
Ｉ
Ｉ

ョ
ｒ
Ｊ

上ｒ
ヽ
〕

，

１
■
′

Ｄ
Ｅ
●
●

■

、
Ｃ
●

Ｄ

上

〕

ｒ

Ｅ

一

゛
ヽ
ご

‥
Ｂ
‘

、
■
Ｊ

、
１
１
‘
ロ

，
ｌ

Ч

″ｒヽ
】

● 本    社

〒574大東市大字龍間996番地

TEL.0720‐ 69‐ 0624 FA〉く,0720-69‐ 0723

● 東大阪営業所

〒578東大阪市加納6丁目11番 1号

TEL.0720‐ 89‐ 2666 FAX.0720‐ 89‐ 2667

株式会社植田建設

ヽ
」

″
`毯

UEDA GROUP
中間処理業

」ζ生駒産房事業筋1同1纏含
大 阪 府 大 東 市 龍 間 1075番 地

丁EL0720(69)0310 FA,X0720(69)0343
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土木建設総合請負
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●総合環

三り川総 管理株式会
害虫駆除・警備保全●ビルメン元
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●寺社建設から土 計施工
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事業本部

む574大阪府大東市三箇4丁 目18番 18号

丁EL 0720(71)1065(代)FA× 0720(75)4176
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『ひと。自然・地球みんなひとつ』

"“

ロロ■日ρ

¬
ヽ

-96 -



祝 第 52回 国 民 体 育 大 会

選手の皆さんの健闘をお祈 りします

=大東市商業連合会加盟店=
|ボップタウン住道3番 館 1紳士服飾 圭

日 山

|ボップタウン住道 2番 館  | 八 千 代 無 線

1東 通 り 商 店 会  1平 田 家 具 大東店

1大東サンメイツ(饉2丁目)|ダ イエ~住道専門店街

I l-lt- 7v*-Gtirrrsn) | tr-lt- F 'Y 7
|ダイエー 住道店1四鯛店 |サ カ エ 野崎店

|ジャンポフード野 崎 | スーバ…, フ5・   代

||ボップスフードセンタ̈'0加ン囃) ||フ ~ド   ′♭'や こ

アーケー ドのある衡  〈朝腫日齢 )

住 道 本 通 り 商 店 街 |ホームセンターコーナン(初ル1精)

|イ ズミヤ 大東店。住道店  |スーバーダ イ ト ウ

1野 崎 参 道 商 店 会  1脚 オートパックスセプン

|は)ジ ャバ ン |や ま か つ 住道店

|ギャレカサレスイ主道| ホームセンター J()Y
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祝 大 阪 社 会 人 バ ドミン トン連 盟
E=r

長 西 谷  一 郎

池田 クラブ・ 飛羽会 。中央 ホーム・ 弥 生 クラブ 。SBC。 北清水 クラプ 。じんれ

い会・ 交野 クラブ・ FBC・ 友鳩サー クル・ 待兼 クラブ・ Yク ラブ・ 大阪 フ ェニ

ックス・ 吹田 クラブ 。中之島 クラブ 。西 クラブ・ 大浜 クラブ 。西野 田 クラブ・

SOB・ 和光 クラブ・泉北パー ド・ 杉本 クラプ 。豊中 クラブ・ 堺商 クラプ 。東大

阪 FKC。 相生 クラブ・ 至誠会・ 豊 中ホーム・ 天六フ ァイ ターズ 。勝 山 クラブ・

三国 クラブ・ ギー ス クラプ 。童心 クラブ 。ウイ ングス 。ど うぶつ村 。なかよ しパ

ワーズ・ ATM・ み どりBC・ YBC・ 熊取 クラブ・枚方殿― クラブ・鶴 の子 ク

ラブ・ 北摂 クラブ 。SBT・ ベ アーズ 。畷 シ ャ トルズ・鶴 山台北 クラブ・ 豊能 B

C・ 勝山 OB会 。上新田 BD愛 好会・ ILLC・ TBC・ 豊津 クラブ・ レ ッ ドシ

ャ トル・ HANEク ラブ・ アゲイン・ 関西 クラブ・八尾 SOS・ シ ャ トルホーム

ぽて とんず 。天王 クラブ・ シ ャ トル メイ ト・ コ ン ドル・ 守 ロホーム・ ベ ガサス・

リブ レクラブ・ サザ ン・ 脇 田 クラプ・ なで しこ・ サ ンクラブ・ 箕面 クラブ・ 小曖

クラブ 。SRBC・ キ ャロ ッ トクラブ 。オール四條畷・ ハ ー トパ ドミン トン・

ラ,セ ンテ ィア・ ホ ワイ トベ アーズ 。N&A・ グランシャ トルズ 。ABク ラブ・

枚方津田 シャ トルス ター・ MAICCA・ 熊のプーさん 。KOB・ 鴨谷 グース・

す こやか 。KBC・ GENKI。 瓜破西 クラブ・ サ クラ BCoKチ ーム・ ま ぁぶ

る KID' S・ OTク ラブ・ ハナーズ・ ROXY。 だぶ るば― ど 。豊崎バ ド

SHC・ 花園 ウイングス

〈
ム
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第 52回 大阪なみはや国体

バ ドミントン競技会・ライフル射撃CP競技会

お お さ か

ふ れ 愛 夢 づ く り

大東市バ ドミントン連盟 指定店

「
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大東市諸福 5丁目12の 23 丁E L 0720(72)0984 FAX 0720(72)4624
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祝 第 52回国民体育大会

剣 道 連 盟 ゲ ー ト ボ ー ル 連 盟

山
［　
　
ス

岳   連   盟

一  連  盟

柔 道 連 盟

キ 相 撲 連 盟

ソ フ ト テ ニ ス 連 盟 ソ フ ト ボ ー ル 連 盟

卓   球   運

軟 式 野 球 連

盟

盟 バスケ ッ トボール連盟

バ ド ミ ン ト ン 連 盟 バ レ ー ボ ー ル 連 盟

ママさんバレーボール連盟

大 東 市 体 育 協 会

-100-

選手の皆さんの健闘をお祈 りします。

空 手 道 連 盟 グ ラ ウ ン ドゴ ル フ 連 盟

テ ニ ス 連 盟

大 東 市 寺 川 1丁 目 20番 20号
80720-71-9376



祝

第 52回国民体育大会

参加選手皆様のご健闘を祈ります

マルヰガス供給。灯油・住宅機器・販売 (設計施工。増改築)

北 村 産 業 株 式 会 社
大 束 市 赤 井 2丁

「

5番 7号

丁EL大 東 (0720)7(5-11110  FAX75-1117

-101-
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ふるさとの期待と闘志を胸に

皆様のご健闘とご活躍を

心よりお祈 り申し上げます

大阪府家庭婦人バ ドミントン運盟

会 長  嶋  久 雄

理事長  村 井 広 美

事務局

〒 581 大阪府八尾市福 万寺 町南 2-43-18

8 0729-97-0073

FAX 0729-23-0072
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お かゝわグループ 代表取締役
大 川 進 ― 郎

^ レ ジ ャーと文化 とンヨフビングの衝

館ポップタウン住道
レディース・ファッションをリードする

1番館 ポウリング (50レーン)・ ビリヤー ド・卓球

バチンコ・カラオケ・ホームセンター→舌魚料理

マッサージ・東洋医学・専門店街 (21店 )

株式
Zゝ
アヽ社 オオカワ

本   社/〒 574大 東市赤井1-2-12(ボ ップタウン)

営 業 本 部/〒 575四僚畷市楠公2-10-3(パル3F)

T宦L.(0720)78-3345  FAX.77-1444

パ   ル /〒 575四條畷市補公2-10-3(パルlF)

四1条1暉 店′TEL.(07m)78-0567

ポ イ ン トノ〒574大 東市住道2-■ 101(サ ンメイツ2F)

サンメイツ店/TEヒ .(07Ю )75-048 FAX.74‐ 2111

ラ・ポール /〒 574大 東市住道2-l-101(サンメイツ2F)

サンアイツ店/TEヒ.(07m)72-0404

ラ:ボ ール /〒 576交 野市私部西1-33-20(ニ テイlF)

交 野 店/TEヒ .(0720)91-3991

フ ル ー ヴ /〒 581八尾市光町2-∞ (西武八屋店2F)

西  武  店/ TEL.(0729)97‐ 8416

ラ・ボール /〒 574大 東市赤丼1-4-1(ボ ンブタウ/二
=")

(■  i首1  店/ TEL.(0720)73-4301

ラ・ポール /〒 581八尾市北本町2-10-22(ニ テイ2F)

八 尾 店/TEL(0729)96-5294

ラ・ポール /〒 633桜 井市大字粟殿251-2(サ ティlF)

桜 井 店/TEL(07444)5-1607

ラ・ポール /〒 591堺 市新金同4-1-11(■ブリー2F)

金 岡 店/TEL.(0722)53-0778

ラ ベ ル /〒 574大 東市赤井1-13-1(ポ ソフタウ′―
=")

住 道 店/TELK072()73-9550

「快通な交通りに役立つテクノロジー

株式会社 ソニックス

本   社/〒 511大 阪市北区西天満3-13-18島 根ビル

TEL(06)365-5334  FAX.367-0115

計算センター/〒 574大 東市赤l-13-1

TEL.(0720)71-2690“ 電I  FAX.71-2755

インテリアでグットライフを演出

ポップスファニチャー株式会社
〒571大東市赤井1-13-1(ボ ップタウ′―■●2F)

TEL.(0720)73-5077 FAX.73-5078

2薔館 ダイエー・専門店街 (50店 )

クリニックセンター (日曜も診療)内科・眼科

耳鼻咽喉科

3番館

5番館

専門店街 (35店 )

スーパーラッキーと18の食品専門店

文化教室 (44講座)

インテルナ

“

ツプス

●0い■8(口
"の

インラリアロ)

タイ   六■石.■彰6
オーストラリア   レンカ
イラン   "●.更

"イタリア   セラミックタイル.大田6 ●しも

ニュ~ボ ツプタウン1,こ イメージイラスト

地菫社会にロマンと事を

大川創業株式会社

本 社 |〒 574大 東市赤井1-2-12

TEL.(0720)72-512310 FAX.75-1144

あなた0お役に立つことがわたくしたらの喜びです

株式会社 みつわ

本   部 /〒 574大 東市大野1-2-9

/TEL.(0720)74-2121 FAX.74-2772
(商 品 部)/TEL.(0720)75-22∞ MX.73-田 98

奈 良 店/〒 6∞ 奈良市小西|:25い●う,“

`鮨

中央Xlnビルr)

TEL(0712)23-3248 FAX.23-8雲 )7

ビブレ23-3321

日 田 店/〒

“

1尼崎市東園田町9-48-10田 ほ0ブうな )

TEL.(06)492-5155  FAX.492-5189

住 道 店/〒 574大 東市赤井1-4-1(■′ブタウン2F)

TEL.(0720)73-3139 Fハ X.73-8720
TEL.73-8815

四 条 畷 店/〒574大 東市学園町3-8■■●駅m
TEヒ .(07そЮ)78-03,Ю  FAX.78-3(63

ユ   店/〒593堺市鳳東町7-33(おおとリウイングス2F)

TEL.(0722)75-0724  FAX 71-8104

布 施 店/〒577東大阪市長螢3-3-34(お籠サティ4F)

TEL.(06)782-1670  FAX.782-1668
サティ782‐ 1391

鴻 池 店/〒578東大阪市鴻池本町6-32

TEL((6)744-3227 FAX.744-3239

寝 屋 ′II店/〒 572寝 E川市早子町23-2-210
(アレ ンヾスねやがわ2号

"2F)TEL.(0720)22-1118  FAX.22-1705

外 商 部/〒 534大 阪市都島区片町2-2-40(大 ,ビ

“

F)

TEヒ.(06)353-'072  FAX.353-1150

シンフォニーフアイナンス株式会社

〒574大東市赤井1-6-15駅 前ビル3F

TEL.(0720)75-2555  FAX.75-2556

さらめく若い女性をドレスアツプ

株式会社 林檎屋

本 オ■及 び /〒 530大 崚市北区天神橋5-8‐ 29天,橋商店街

天 五 店/TEL(06)357-1540

天 六 店/〒 5■)大餃市北区天神橋6-6-23天 神橋商店街
TEヒ .(06)351-5202

うるおいあるibし をお手伝 tヽ
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なみはや団体

政 府 公 認 関 西 電 力 認 定

安全電化配線相談所。電化I事の店0電気通信I事 。高圧変電設備I事

電気火災報知器=設備I事 。遠方操作盤製造販売0家庭電化製品販売

林式会社興 亜 電 業祀

本    社 :大東市曙I111番 23号  ヽ       872-0353 1‖ 75-5490

大阪営業所 大阪市西区京町堀2丁目14番 22号 |(06)441-4043

東大阪営業所 東大阪市善根寺町6丁目1-6    1(0729)85-2658

門真営業所 門真市岸和田225-3       8(0720)82-9775

交野営業所交野市倉治9丁目2644-3   1(0720)93-3470

-104-
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祝 第 52 ロ 国民体育大会バ ドミン トン競技会

アサヒショッピングフ ラザ
′   /1

大東市寺川 3丁 目8番 23号
0720-71-1087

**************************

mandal 阪 奈 店□
● 0720-74‐ 0391n**ri 7r{t 営業時間AM9:30～ PM8:30

***************‐ ***********

シャープ株式会社協力工場

アサヒ産業株式会社
本  社 大東市寺川三丁 目8番 28号

0720-75-0011(代 )

寝屋川市打上 274
0720-20-8863

第 2工場
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祝 第52 回国民体育大会
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祝  第52 回国民体育大会
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粛ム平和堂
住 道 本通 商店 街 店 り

TEL.0720-72-0978
ダイエー住道ボップス店
T巨 L.0720-73-4308

ロ
ロロ
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オーストラリア・カナダ・オランダ・ニュージーランド

留学のコース (男 女共学)を設けております。

学校法人 此 花 学 院

此花学院高等 学校

〒544 大阪市生野区勝 山南2-6-38
TEL  06-7 1 6-0003
F′ Xヽ  06-71 6-0009

NE。・‐■́
'‐
″   ^ .

寸縣 τ l

V ■・ るV

″

● 営業時間のご案内

平‖……午前9時～午後 11時迄

上 |」 祝…午前6時～午後 11時迄

〈サーービスタイム)

平|十・…
'「 前 9時～午後 7時迄

七日祝…午前6時～午後 3時迄

|

● 利用料金
飛距離 220ヤー ド

90打席 (lF土打席)

駐車場 120台

●詳しくは お問い合わせください _

●

●

●

]~
「

~~

カ ド H &.itF.2F
上
―
‐ゴ′リフスク」

'レ生徒募集中冒冒

「] 〈
υ

Ｏ
〉

ｒ
０ 601'631

120球・126球
，

一 i電
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0当社は「なみはや団体」を応!=しています。

ORIGINAL&ORD[R SASH ofTECHNO NAMIK[N

テクノ・ナミケンの「オーダーサッシ」は、建築物が求める機能性と芸術性の

双方を満足させます。その技術は7()`Fの 経験に培われています。

テクノ・ナミケン株式会社
〒550大阪市西区新町1丁 目4-26栄泉四ッ橋中央ビル

TEL.06-533‐ 3855(イt)FA)〈 .06-533‐ 3852

大東市寺川 1丁 目1-31
万宥 :蘇七fミ

大東市寺川 1丁目1-1
カ色認陛lfミ

大東市寺川 1丁 目1-30
所  長

TEL:74-1111/FAX:74-1114
を丹  :7白  ノ、  IX当

TEL:75-0001/′ FAX:73-8861
伊 ト シ白  :裕: =子

TEL:70-7701//FAX:70:5575
LL ヨト  :ヲ夢  ―青三

理 事 長 伊 泊 鉄 夫

阪 奈 病 院   (内科・呼吸器科・歯科 )

阪  奈  1苑  (老 人 保 健 施 設)

阪奈訪問看護ステ‐ション (在 宅医療)

-108-
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拡げよう暮らしを守る 防火の輪

E木会の記章]

この記章は、「火をみつめる (安 全確認)」 を表現したものであります。

外枠の円は、会員が共に手をたずさえ協調、内枠の円の一方は大束市民の

安全、他は事業所の安全を表し、本会の日標である「無火災都市=大東 =」

と「事業所の繁栄」を願ったものであります

大 東 市 火 災 予 防協 会
〒 574 大 束 市 新 町 13番 35号

(大 束 市 消 防 本 部 内)

0720-73-8080
0720-73-8090

電 話

FAX

第 52 ロ 玉 民体 育 大会

National/Panasonic

h/11
ミオ′

松下電器産業株式会社
モ ー タ 社

産業機器モータ事業部
所在地 :大 東 市 諸 福 7丁 目 1番 1号

丁巨L.代表 0720(71)1212

DIGlTAL AC SERVO MCTOR&DRIVER

-109-



祝 第 52 国 民 体 育 大 会 バ ドミ ン トン競 技 会ロ

回□ロロ
骨折 、脱 日、打撲 、 肉離れ 、関節痛 、筋 肉痛 、腰痛 、神 経痛 、

首肩 こ り、 スポ ーツ傷 害 、 スポ ーツマ ッサ ー ジ、モ ビ リゼ ー シ ョン、

コンデ ィシ ョニ ング 、 スポー ツ PNF、 カイ ロプ ラ クテ イ ック

院長   医学 博 士   大 東 市 体 育 協 会 顧 問  前 田 昌司

副院 長  JATAC公 認 ア ス レチ ック トレー ナ ー

針 灸 師  柔 整 師          前 田為 康

本院    (保 険取扱)大東市曙町 2-8大 東市役所前

0720-73-7171
堂 島 接 骨 院 (保 険 取 扱 )大 阪 市 北 区 堂 島 2-2-22

06-345-6339
堂 島針 灸 院       大 阪 市 北 区 堂 島 2-3-1

06-345-1000
道 頓 堀 前 田 針 灸 院   大 阪 市 中 央 区 道 頓 堀 1-10-1

06-211-7172

前 口針 条枠 骨 院

"“
888 88“

“

88

88

8
8

8888888

民芸肉料理

は や 山 荘
貴婦会席 ¥4100

11130～ 16:00(お昼のサービス料金)

田８８

”

８

８

“

豪華パーティ料理・餅つき・カラオケ付き

飲 み

放題!¥6800

飲
i題 !¥5000

お造り・
ライス・

蒸し。キムチ・精肉・ホルモン
・フルーツ

ご宴会・ご宿の
問い合わせは̈・

i自
↓、

ω
口

］
ノ

′
１

¨

わ
Ｌ

，
ハ

*い づれの コー スも税、サ込みで ございます ●(07210)75…
Ⅲ
l 12 1 1

和 食 ご結婚披露宴・ 祝賀会

親睦会・ 懇談会・ 法事

忘年会 。新年会承 ります

10名 様以上バス送迎致

します。お気軽にご相

談下さいませ

/t- f 4 -

焼 肉。しゃぶしゃぶ
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祝

第 52 ドヾミントンガ議セ粂

「な み は や 国 体 」

版腿綱暇麟祈ります

大阪枚奇輝ンヾドミント郷 OB,OG会

綱斗会

′′

ん

１

■
７

ス
テ
ン
レ
ス
製
ま
ほ
う
び
ん
は
、

こ
の
『合
格

マ
ー
ク
』
の
付
い
た

商
品
を
お
求
め
＜
だ
さ
い
。

品質_■ 秦

´
ι ヽ

イ 製まほうび ん

ε
●

´ヽ

′′´
《

′
ヽ.4

●ステンレス製まほうびん協議会では、品質

の確保と消費者保護の立場から自主的に

品質基準を定め、これに合格した商品には

「合格マーク」を貼付しています。

-111-
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学校法人 成器学園

大阪学芸高等学校

大 阪 学 芸 中 学 校

〒558 大阪市住吉区長居 1丁 目4番 15号

TEL 06-693-6301
FAX 06-693-5173

00
V

大阪ガス認定工事会社 0大阪ガス住宅設備機器特約店
大阪ガス空調設備特約店・大東市公認上下水道工事会社
JOMO特約店。LPガス販売管理・給湯工事
流し台・風呂入替工事

夢
κ″Ю

F藤本産業株式会社
本     社 大東市学園町2番 3号 1878-1221(側
大東営業センター 大東市南楠の里町14-33● 77-6001～ 3(代 )

奈 良 営 業 所 生駒市小明町548-38(07437)4-5305(代 )

-112-

大阪学芸高等学校

普通科 特進 コース、文理 コース   男子

国際 コース (平成 10年度 より)男女共学

大阪学芸中学校

中高 6年一貫教育 ・男女共学



祝
第 52回国民体育大会

大東市・東大阪市・上下水道公認

赤 井 設 備 工 業 株 式 会 社

本 社 〒574大 阪府 大東市赤井 3丁 目8番 2号
2
5

8
3

6
5

5
5

営業所 〒578大阪府東大阪市加納 5丁目17番 1号

TEL 0720(7'4)2848

丁EL 0720
FAX 0720

′ =7
ヽ  ′

′ 7
_ヽ  ″

4)
5)

5anⅣ α STATlONER
OA機 器全 般 ・オ フ ィス家 具 ・教 育機 器

事務用品・OAサプライズ・各種 E□刷

株式会社 ■十
″

′

｀
ノ

′
「

¬
″

″

″

1代表取締lλ 坂口 尚行
〒574大阪府大東南泉町 1丁目 2番 2号

丁 EL
FAX

0720 -73-6655
-73-6969~フ ′ヽ

/ ∠
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啄 彩 な 生 活 快 出 を 提 案 し ま 現

IRUSHl

象印マホービン株式会社 大阪工場 大東市中垣内1丁 目2番 1号 ●(0720)70-6564
大阪市北区天満1丁目19番 9号 ●(06)356-2421 東京都港区南麻布l「目6番 18号 ●(03)3798-4111

ヽ
■
■
ア

∠
■
ア

祝 なみはや国体

DAITID l‖‖[聞 iX

『快適でより豊かな社会づくり』を目指し、

化学の可能性を広げます。

ダイトーケミックス株式会社

大阪府大東市諸福 8丁目3番 11号

〒=574

TELi06・ 911・ 1271(代表 )

FAX:06。 912・ 6535

-114-



交 通 マ ナ ー を 高 め よ う .′ 鴻池新 田・ 住道・ 野 崎・ 四條瑕

☆ ■ 毛 児 所 完 ‐備  (無 料 )

☆ 学 生 害 」 弓 :あ り 。ロ ー ン可

忍 ケ丘・ 東寝屋川の JR各 駅

瓢燎山 :新 石切の近鉄線 各駅

京阪萱島駅 の各駅より毎時運行

JR学研静擢賢釈すぐ大型車。吉通車。大型2輪・吉通2輪
‐

瓢
= 動 教習所

大東市平野屋新町2番2号 80720(72)0〔 〕21c:3)

■■■日■

`』
ヽ

ｒ
７
」
Ｅ

建 設 活 動 を 通 じ て

地 域 社 会 の 発 展 に 貢 献 す る

大 東 市 建 設 業 協 同 組
∧

ハ在日一　
　
靡嘔

所 大東市北条 1丁

ニ イ

両ili 0720-(78)7766

0720-(78)772.2

0720-(76)774‐ 0FAX

17番 22号

-115‐―

▼ E=コ

建

理事長 小 野 和 也



祝 第 52回 国民体育大会 バ ドミントン競技会

グ リー ンロイヤル ゴル フセ ンター

｀
り 営業時間のご案内 月 ～ 金曜日

土曜 日

日曜 日、祭 日

9:00～ 24:00
7:00～ 24:00
6:00～ 23:00

☆ 目が喜ぶ 、舌が楽 しむ 、 こだわ りの宴

楽
__二_▲

゛ 営業時間のご案内 昼  11:30～ 14:00
夜  17:30～ 22:00
定休 日 :月 曜 日(祝 日の場合は翌 日休〉

〒 574大 阪 府 大 東 市 氷 野 2丁 目 ■-33
TEL 0 7 2 0-74 -3 8 0 0  FAX 0 7 20-7 0 -8 5 0 5

■■■

神話の時代から健康は永遠のテーマ

生命関連産業
アポロンの子、アスクレピオス。

ケンタウロス(半 人半馬)の

ケイロンに医療と薬草の知識を学び

やがては師を越えて

その奥義を極め、

万病を癒す神として

古代ギリシアの人達に

崇められました。

人類が健康に対していだく

切なる願いは遠く神話の時代から

宇宙開発に乗りだした現代まで

なんら変わるものではありません。

生命はいまだ未知の領域です。

私たち扶桑薬品工業は

創業以来半世紀、

治療上不可欠な医薬品のみを

一すじにつくり続けて参りました。

その成果のひとつが

点滴としてなじみ深い輪液や

人 li腎臓用透析液の分野での

トップクラスの実績となって

あらわれています。

私たちはこれからもた10むことなく

生命関連産業に携る一員として

真摯にその本分を

尽してまてヽります。

¬リピ扶桑薬品工業
●0'   撲晏薬品I会 株式会社 0本 社 '.敗 ,1中 嘲

`直
,ダ∫口 ||「 薔_'● :

o *t sn,, xwfi*tr,(*z''; 2 r u3f ll+
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と
　
品

人
　
高

自然 にやさ しい

位のライフアメニテ ィーを創造する

S!NCE 1946

ヽ
Ц

定建設工業株式会社′

取締役社長 淀  高 和

社

店

所業

本

支

営

大 阪 府 大 東 市 浜 町 8番 22号

滋 賀 、 大 阪 、 二 重 、 寝 屋 川 他

上 野 、 竜 野 、 栗 東 、 二 重 中 央 他

日

本

¨
を

目

う

音

は

凛

い

。

θ

`ヽ

、

J̀

'L″/

印刷 宏 栄 堂  大東市中垣内 劉 昨 ¬2〒 574∫ 0720(72)0463

なみはや国体

バドミントン競技会

祝

∠●
″

/

日本"のスマツシユを
楽しみにしています

′
′

修

-117-



ス ガ ハ ラ ス ポ ー ツ
〒 630奈 良市 船 橋 町 22

TEL0742-26-3050

祝

祝

｀
ニフ' 七″ ツ ト シ ョ ッ プ

守 □市 早 苗 町 1番 8号

TEL06(998)

チ ャ ン プ

4320

ス ポ ー ツ サ ン メ イ
〒 591堺 市 日置荘 西 町 1041

TEL0722(86)6668

(大 阪 社 会 人パ ドミン トン連盟  指 定 業 社 )

ｋ

Ｆ

祝

ラクットじ仁―ズヨ蠣:″

電話にて注文OK。

.Boc&ef Srlo
〒5∞ 菫中市上野坂2‐ 1-7(バルシエ上野板ビル)

●06-“4-20" ■営彙崎日AM101∞～PM8:∞

ブレーヤーの期1階に応えた

ラケツトシューズは品質と機能性で選ぼう

バドミントン用品専門店

ヌマ″奎狙

-118-



大阪市中央区南本町1丁目3番9-1403

丁EL 06(264)1641(ω ・FA× 06(264)1602

の 山陽特殊製鋼のベアリング鋼 .._伽△..
☆ 大同特殊鋼のsc材。SCM材 何不馴土刀X

0林 特殊鋼材株式会社

株式会社シンミハウジング
有限会社太洋レコード関西
代表取締役 来斤 美 ′健  7台  (関西大学 バドミントン部OB)
神戸市中央区北長狭通5-7-20太洋ビル TEL 078-371-55250

FAX()78-361-1138

太洋レコード TEL 078… 371-1400《句

ベッチン・コールテン・一般綿布 カロエ・卸

=〕'7テ
率スタイJL株式会社

代表取締役 西   山   正父  弘  (関西大学 バ ドミントン部OB)

創業 明 治二
壺と宝石のセンター

代表取締役 薮 内 正 明 (関西大学 バ ドミントン部OB)

7\E,\!#ffiffirEL(06)2u-roso({t)

∩i魃

や ぶ 内 時 苦 舗

-119-

代表取締役 オ本  田   耕  平  (関西大学 バ ドミントン部OB)
本   社 0546  大阪市東住吉区今林 4丁 目12番 14号

TEL(o6)792-5454Q・ FAX(06)792-5422
伊賀営業所 0519-15二 重 県 阿 山 郡 阿 山 町 千 貝 387

TEL(05954)3-1424側・FAX(05954)3-0761



喫茶 &フ ルーツ

て ん ま や
大東市学 園町 3-11(JR四 條畷駅前通 )

・
「 EL・ FAX・ 0720(76)0306

ル洋層 .鮮 ゑ・食 え

嘲松注ボタンヤ商1虜

TELoTzo (?6) 024?

あなたの街のでんきやさん

ムン服部電気株式会社
楠公店 (0720)76-5555 FAX(0720)
携帯電話専門店・ベルショップ四條畷 (0720)

77--8555
76…-5856

祝  第52 ロ 国民体育大会バトミントン競技会

Happy tomorrow with you

〒574大 東市寺川3丁 目8-25
TEL 0720-74-8221

日
氏

今
亜

百
田

テ
叩幸

′
フ
ー

ー

一
Ｔ
Ｊ

〓

　

‘ 大東支店
あなたにしあわせを

-120-



‐

玉
衣キユ～でント

全 に海外にあなたのお花が届きます

m緑 化 セ ン タ ー 恩 地
JR四 条畷駅 前

大 阪府大 東市 学園 町 3-13
丁EL(0720)76-0036(D
FAX(0720)76-0055

ピ´
」ゝ石・時 言十

ヽ

■■■■ロ

ヨ ■
口■■■■●

ヽ
■■■■■■

=シ
|二:Z71Zヽ

―
■口■

SUMINODO SHOP
大東市住道 2-1-101 「大東サンメイツ lF」

PHONE 0720 (72)107 0

四条畷本店 (時計・メガネ)大東市学目町 2-11
E 7

Mlzui(AMI

7西
1処

   (生スッポン年中あり)

こズ 圧書
三L、 三ヨ

ヽ

坊/ヽ
ゞ

大東市学 園町 3-11(学 園 ビル )

電話大東 (0720)76-5001
四條畷駅 前通 リバス停前

目 閣 ゛
゛

才5抄ι ・ イムlj「 (こ

`ま
4=〃if・ ′'Fσ )|スリを

木 曜 定 休

営 業 時 間

(祝 日の場 合 営 業 )

AM10:30～ PM10:30
鍋 (ボタン鍋)もございます

小 宴 会 承 ります / TELO(0720)76-0056
〒574大阪府大束市学回町1-44大阪銀行四条畷支店前

丸 助 寿 ヨ
■■

~■~■~

『

■ |~|…口
~

て‖ま

しています |
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祝 なみはや国 玉 際規格 ]S09001認証取得

株式会社椿本エマソン
TE‖1 TSuBAKIMOmO EIMIERSON CO.

〒574 大阪府大東市御領 3丁目7番 5号(本社)Tel(0720)71-5151(代 )

〒708-12田山県勝田郡勝北町新野東 1515(田山工場)

]巳 第52回国民体育大会

三 鈴 製 線 株 式 会 社

代表取締役  鈴'木   勝
〒574大 東 市 新 田 西 町 3-15

00720-71-2821債 〕

祝 第52回 玉 民体育大会 バ ドミン トン競技会

当運::″出菱 手のご勧 をグ グまナ

大阪府小学生バ
゛
ヽ

可
ノ

ヽ
、
　
　
Ｊ

ヽ
ヽ
ヽ ンヽ運盟

大阪府小学生バ ドミントン連盟では 親子大会 シングルス大会 ダブルス大会 団体戦 の 4つ
の大会を王催しています。大阪府に在住・在学する小学生なら誰でも参加できます。
お問い合わせは、 〒565 大阪府吹田市高野台 2丁目 16-1   吹田市立高野台小学校 内

大阪府小学生バドミントン連盟 事務局 まで (TEL 06-87卜 0552)

学 校 教 材 ・ 教 具 ・ 文 房 具

掃除用具・ スチ ール製品・ ス トーブガ ー ド

オ ガ ワ 商 店

小 川 貞 義

-122-

了

5,532
大阪市東淀川区新高 1丁目 8番 31号
TEL(06)392-3827番
FAX(06)392-3877番
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● 本  社
東大阪市稲田噺岡

‐
1丁目22-2

■) 06(7408181C:ヽ詢
FAX 06(745)2150
● 駅 前 店
東 大 阪 市徳 庵 本 町 1-8
8 06(744)4806
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よ ● 四 条 畷 店
大 東 市 津 の 辺 21
■,  0720(76)
FAX 0720(76)
● 工 事 部
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●   0720(79)1995

成年男子,女子,少年男子,女子,大阪代表チーム

『なみはや国体』でのご健闘を

お祈 りします

四天王寺高等学校 バ ドミントン部一同

為電 第 52回 国 民 体 育 大 会 パ ド ミ ン ト ン 競 技 会

★ 冷 菓 食 品 卸 間 屋

(有 )」ヒ 商 店
〒 574大 阪 府 大 東

TEL 0720-72-0570
市 三 住 町 ■2-■ 7

FA:X0720-73-38■ 3
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四条畷市楠公 1丁目13-8(フ クトク銀行向い)

な77-1457・ Ⅲ77-1457
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わ巳 第 52回 国 民 体 育 大 会 バ ド ミ ン ト ン 競 技 会

★ いい家具と、出逢 う店

松
，

■
■
日
―

ロ

岡 た圭,

本 __―
′

｀
ヽ

〒 574 大 阪 府 大 東

TEIン 0720-74-■ 526
市 深 野 3-2■ -6

FAX 0720-77-■ 953

●ロロ

総 合 建 築 土 木 請 負

音川建設工業株式会社
容(06)745-6865(代表)

DSS
大 東ユイ ヨンクユ ユ Jbρ

′t)
●

●

゛
レ″M 1ド。

大東市諸福4丁目2-15
875-0565(代 表)
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WORKS CLUB LOUNCE

日々の快適気分を支援するユニフォーム

着心地の良さと機能性 .素材や品質の確かさを基本に、時代のトレ

ンドを付加したさわやかで活動的なビジネス・ユニフォームを提案します.

株 式 会 社 チ ク マ 大阪・神声・東京・名古屋・広島・福岡・仙台

●ユニフォーム●■●
(大い 〒

“

1大層市中央区漱晨町,‐31,●‐ ″ 認,1
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食料品・ 票子類 ・ ビール ・ ヮイン

日用品・ 10円 コピー …

2411t,UR OPEN

大東市寺川3-9-1阪 奈上 り回

TEL 0720-70-0558

FamilyMart
あなたのそばに

岩本寺川店

祝

第52回国民体育大会
バ ドミントン競技会

株式会社 三≡三 ツ 月 Iヨニ勇饉万斤

大東市三箇 5丁 目3-45
TEL.0720-75-2255

FAX.0720-71-1067

人 来二 務 ん

〒574大阪府大東市南津の辺町 23-3
TEL.0720-76-0517(代 〉

FAX.0720-76-5316

株式会社

なにかハジメタイひと。
どこかモノタリナイひと。
イングスなら

熱中できること。

夢中にindb
‐
・

 ″

ノンクスうめt

イングス曰生中央.イ ングス川西.イ ングス千里中央.イングス撃口.イングス壽●  阪急栗Tワル
ー
プ

なれること。
大販あ」枢 茶こ町嗜 2号
〒500■ 1透 (00375-1231

もつ

ご宴会,ご家族でのお食事等、又冠婚葬祭の出前も致します。

どうぞご利用くださいませ。 お待ち致しております。

大東市民会館内 871-0005
871-0006グリル 大 東

`ゝ

多

季節料理 ´

る南 店

大東サンメイツ

2番館内

871-0700
871-01o8

ギャレカサレス

住道内 875-7070

親切設計・ 誠実施工・快適住まい造 りの

夕
須
η



国 際 観 光 旅 館

あ
´

滋

暉 轟式場 福寿殿
0574大阪府大東市野崎2■6-1

8 0720(76)1203{10

Ⅲ 0720(76)1205

☆ス☆ナ☆ッ☆ク☆

タイー

り
／

ヽ
ｌ
　
　
　
Ｖ

四僚啜市南野1丁 目16-16
TEL 0720(79)0710

中華料理
四
條
畷
学
園
小
学

校

南
　
側

大東飯店

tr) t) i' つ t_、詢
ドチ

TEL(0720)78-0871

0
● ●

よい靴 いろ い ろ

靴の
1リリむ

四條畷 市 楠公通 りふみきり横
TEL(76)0246
FAX(77)2300

せ ん りき
‐

力
大東市錦町 9の 7

TEL 79-4618

南海パチンコ裏

御食事処。うどん丼定食。一品料理

のりちゃん
大東市帰町9-3 (四僚畷字園小学校南)

TEL0720(79)5566

会席・仕出し・幕の内

ザ ´、

V′
・
】b

―

ヽ

寿νプ"
―

祝

第52 国民体育大会
バ ドミン トン競技会

医療法人 若弘会

若 草 第 二 竜 間 病 院

大東市竜間大字 1580
TEL.0720-6()-0116

FAX.0720-69-0135

ロ

-126-

炉ばた焼

大東市寺川 3丁目 9-28
1蜃71-3006
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THE WORLD OF SPORTS
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'日■■kフラックXホワイト

フレーム形状 ■■ヘ

素材

キックポイント

重量・グリップサイズ

適正ガットテンション

● 軽さのテクノ

マスターク
.民

7K‖・711∞ ¥9,8呵
甲/合成機維、人工皮革 底/ゴム、合成樹籠
サイズ/22.5～ 28.5
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私たちも応援 しています ||

第 52 民 体 育 大 会

六東サブメイン
一 番 館

E夏 と43の専門店
イス"=,

8 まで

_‐‐^

」Lロ

JR学研都市線 住 道 駅 前



祝

第 52回国民体育大会

バ ドミントン競技会

より良い暮らしを より多くの人 に々

■: ■■
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●
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‐ 浅 田 新 株 式 会 社

珂ドネi/大阪府大東市新田旭町 1番地 〒574  TEL(0720)71-2750

出 張 所/茨城・松本

■■株 式 会 社 ア ル ツ

ゴ
=鷹

彗 ‐ 嘔彗」起月庁/東京東・東京北・東京南 。名古屋・大阪第一・大阪第二・

九州北・沖縄

駐在事務所/台湾・シンガポール・バンコク

,tffiF^HfiffiEicErr*rt =s74 rEL (o720) 71-2035



スマッシュの威力がスーパー.攻撃力が増大 .

高校・大学生主体の中・上級者向 .

〃 ダ ′

′″ε″θπ″5 ι 口 lu■「

¥l o lnninメ ーカー■ヨ小亮価格    エアロータス●0ロ ング■フレーム・フルラケ′トケース付■素材/オ ールカーボンフレーム・オール

■●:● ,vu,り 哺費税|`含 まれており,セえ, ヵ―ボンンャフト|■ サイズ/3U4■ .2υ 4・ 51■カラー/ンルバー

クリア・レシーフがスーパー_優れた操作性

中学・高校生主体の初・中級者向

ra″ Fア |"κr400 LON`■

ヨネックス長尺理論

●全長をシャフト部からグリッフ部にか

けて、10mm長く設計。

●lom mの 差が高い打点でシャトルを

捉えることを可能にし、角度のあるスマ

ッンュを実現 _

●フレーム聞性の研究により、11ドに

拡大したスウィートエリア・振り抜きを

重視した流面設計など長尺を感じさせ

ない素速い操作性を可能にした,

δD▼ YONEX¥15,1〕100
アイソメトリツク400ロ ング:■ フレーム・フルラケ′トケース付■秦れ/オールカーホンフレーム

オールカーホンフャフト|■ サイス/3U45■カラー/ンルバー

1‐‐閾】
ヨネックス長尺シリーズ

目|| ノ
′

|

〃 ダ ′
ヨネックス株式会社 お問合せ先
東 京/TEL.03・ 38397142  仙台/7EL 022 232 1221(● )

大 臣/TEL(676754o4   ,In/1EL 092 472 875,(代 )

名古●/TEL 052 323-5● 11(代 )

ヽ甘■T

器
十轟甘

++r i==「



トップ選手の厚い信頼に支えられ、世界のビッグトーナメントで数々の優勝をもたらすなど、一時代を築いた

CAB20。 そのパワーを継承し、さらに10mm長い長尺仕様のCAB20ロングがついに登場しました。CAB20ロン

グは、スウィートスポットの拡大、独自のスウィングバランス設計、高弾性カーボンの採用など、細部にわたって高

機能を追求。スマッシュのキレと成力を高め、一段と攻撃力がアップしました。まさに、ロングラケットの決定版です。

″
ヨネツクス株式会社 お問合せ先
中 京/TEL.0300397142  仙台/T曰_0222321221(代 )

大 ■/TEL 06 767 5464   ■日/T曰_0●24728751(代 )

名古●/T[L(52323・ 55,1(代 )

インターネットホームペープ http:〃 WW yOneX CO."d=br●0"ex20■ arylE
カーボネックス:詢|ロ ング■フレーム・フルラケットケース付口素材/高

“

性カーボンフレーム・

高弾性カーボンシャフトロサイズ/3u4・ 5,2U3・ 4・ 5ロカラー/フ ラック

大ター農勤め ・́詢鷹

"

¥17,000
′―カー■9小尭●格
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革粛の輛技術 svジヨイント

新力学的構造から生まれた次世代ラケット
スウィー トスボットを上下に拡大させ、目的のフライトを最大限に生

かし的確なコントロール性を実現する力学的構造が、他には類のない

高バランスのラケットを創りあげました。その優れた特長は、①クリ

アー、スマッシュのスピー ドパワーが飛躍的にアップ。②ドライプの

コントロール安定性もスタンダードプレーのヘアピンがフレームの手

元で捕えられるようになリリターンの正確度が格段にアップ。

´
'1′

平1ス000(3本入フルケース●)

0■円|:カーボングラフアイト0サイズ:3UL4・ 3UL50適エテンション:10～ 23
●カラー:9045′プラックXブルー 9088/プラックXグ リーン

カ
ラ
ー
で
選
べ
ろ

フ
ル
ラ
イ
ン
ナ
ツ
プ

百
分
の

一
ｇ
に
テ
ク
フ
ロ
ジ
ー
の
粋
を
凛
ｐ
し
、

き
ま
ざ
ま
な
条
件
下
で
常
に
ベ

ス
ト
な
飛
び
と

パ

ワ
ー
を
め
ざ

す
レ
ツ
ト
ソ
ン
・シ
ャ
ト
ル

コ
ッ
２

新
世
代

の
安
定
し
た
飛
び
と
パ

ワ
ー
を

ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
し
ま
し
た
。

理理四
RS‐999
●日本′(ド ミントン協会

第〕1■険定合格球
¥3,400′ダース

嘔硼|四
RS‐980
0日本バドミントンロ会

第2薔検定合,3撃

¥2,900′ダース

日硼日目
RS‐990
●誠合,
12,aoot, 

^

¥2,700′ダース

口理1口
RS‐970
0鰊習球

口腰四囲|
RS‐965
0練習球
¥2,000′ダース

E理要田
RS‐960
0練薔球

¥2,000′ダース

RS‐910
0ナイロンシャトルコック
●日本バドミントン協会
検定合格球

¥1.300′ l′ 2ダース

■ ■ ウ ′ 株式会社

要ミRE口5口Nc
●大

容広

●仙

阪//(06)768‐ 3939(代 )

島//(082)850-0303(代 )

台/´ (022)238-3939(代 )

●東 京/′ (03)3632‐ 3939(代 )

●福 岡//`092)411-3930(代 )

●名古屋/`052)563-3939(代 )

ヽ
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HAMMER POWER EXPANDED SWEET SPOT AERO‐ DYNAM:C WiDE FRAME

■ ■

同更扇面ヨ
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さらに優れた

反発カ
を求めるなら

f6ロロ

■

■

Ｎ
Ｌ

その飛び唯―のIBF公認。口

“

ロ ロ 聞 t'いけ

反発力・コントロールに加えて、耐久性もハイレベル.

トータルバランスに優れたオージー・シーフTP―DX。
ガットメーカーとして世界で唯―「!8F(国際バドミントン連盟)」 の公認を得たゴーセン

が贈るオージー・シープTP― DX。その優れた反発力とコントロール、そして耐久性が、

コート上のライバルたちを凌翻する。

コントロ」レヽ′́´́

Φ i禽It

ガットヘの負担が大きい新,I′状ラ

ケットにも対応するハイクオリティ

モデル。抜群の反発力と安定した

コントロールに加え、耐久性にも

優れています。

オージー・シーフTP」〕X
1600DX   ¥1, 100
■ゲージ:0.70m(21CA)

■カラー:ミルキーホワイト ノ

強力糸使用のCmm極組ゲージが

生み出す■実の反発力と振り抜き

のよさが魅力です。

オージーシーフトーナメントプロ

~~そ
の強靱さ、

トッププИヤー待望。1600 ¥1 000
●ゲージ:0.6,輛 (2κハ.)

●カラー:ホワイト.ロイャルブルー.ディー
特殊製法が生んだ軽量。高強度ラケット、グラパワー05。

軽量かつ高強度。そんなパドミントン・ラケットの永遠の課題を克服したのが、ゴーセン独自の「溶

液混入・高圧力製法」。フレームとシャフトを形成する層の密度を高めることで、トップフレームは高

テンションに耐えうる強靭さをもち、シャフトはストローク時にしなやかさを発揮する次世代ラケットが

誕生した。その名はグラパワー05、 待望のデビュー。

一般的な製法     フレーム断面   着液混入。高圧力製法 フレーム断面

′(―プル.イエロー.マルチカラー

型取りの僚.型にエア

“

込

むlステップ方式でつくってヽヽ

`し

た。その結果.圧力が弱く

フレームの■にす0日ができ

てしましヽ 強度がなく.薔テレ|シ

ョンに耐えられませんでした。

′
,,‐

、ヾ

1,  ,I

グラパワー05
BR・05¥1■ 000(フレーム輔′カバー●)

●素材:グラファイトカーボン

ロ■■ク●′ゥプサイズ:■ 14・ aヽ,4・ 5

■推奨テンション:18-2岬ンド

●カラー:ピンク.′ 〈―
'レ

回 GOS 株式会社 ゴーセン

●本社〒90大限市中央区内蔵路町3-1-17●(06)942‐ 田7iO●東京●(03巌62-“ 76●0■円●(∞2)712-5247●●全沢●(0762)91-"“ 購,

憲表屁メーカー希望小売価格には消費税
``含

まれておリオせん.

型取りの朦赫 漕波を力1え

たうえて

^圧
|力 場

",タ
ステ

ップ方式により.フレームの層

の,さ口をなくし.強度を乞%
アップさせることに成功しまし

た。(当社比,

GOSEN

1



そのキレイを切り取るのは.

サンヨーの

デジタルスチルカメラ.

◎ハッとするくらいキレイな新液晶モニター搭載。

=バ
ツコン接続キント

pC(Vl標 準価格3.000円 1税別｀

●ユーティリティソフトウェアCD― ROM

100S/V用 ,0,C98用 変機アダプター

●Mao(oto,h月 変換アダプター

●撮像兼子 11′ 3イ ンチプログレッシフ
スキャンeCD35万 画素●内晨メモリー :

4MBフ ラ フン,メ モリー●撮影枚数 :

高画質モート6o枚 .標 準モート12o枚
●外形寸法 :幅 1385× 高さ655× 臭
行43mm● 本体買■ :2609(電 池別 ,

―   |.、 マルチースデジタルスチルカメラ

1:‖IItl駆朧品|`:品 郡|

ご使用の際は必ず「取扱説明書」をよくお読みのうえ.正 しくお使いください。●画面はハメコミ合成です.OMacnoshll米国ア́ ブルコンピユ~夕 ,iの 登録商標です.● カタロクのご

請 求 は .〒 574大 阪 府 夫 東市 三 雄町 1-1三 洋電 機 株 式 会 社 CEメ テ ィア事 業 本 部 販 促・宣 伝 部 KB'ま で ど うそ.● 商品 に つ い て の お Po,い 合 わせ は .記録 メデ ィア事 業部 口 内販 売 部 TE[0720-70-4134ま で.

htt p:ノ/vvw w.sanyo_co_ip/AV/E)SC/デ ンタルスチルカメラDSC Vlの 情報は インタ~ネ ツトでもご1[い ただけます.

2イ ンチで11万画素という高精細度。デジタルスチルカメラで初めての

「低温ポリシリコンTFT型液晶モニター」が、明るくされいな画面を実現。

,1画面につき6秒間の音か録れる「ホイスメモ機能」.● AV端 子でテレビに接続し.音声付きの画像を自動

再生する「スライドショー機能」.ビデオヘの保存もOK.こ 01ま たは02秒 間隔で連続撮影.1画面に16

分割でマルチ表示する「連写機能」.パ ソコンで簡単な勁画に編集でき.ホ ームベージつくりにも大活躍 .

使いやすさ.し っか
'′

 ●短いシャッター間隔とスムーズな液品画面再生 .●単 3ア ルカ 1ブ 乾電池

や充電式のニ ッタル・水素書電池 .ニ カ ド電池に対応.0オ ー トフォーカス、内蔵フラツンユ、

マクロ撮影機能装備.0電 池 を節約する実像式光学ファインダー. 1平 成:=2月 2tB新 聞終道

三洋電機株式会社 /三洋ライフ・エレクトロニクス株式会社
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